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第２款　総　　務　　費

 １　総務管理費

         １　施策の趣旨等
　平成２７年６月に友好提携を締結したフランス共和国ラングドック・ルシヨン州が、翌年１
月に隣接するミディ・ピレネー州と合併し、新たにオクシタニ州となったことから、同州の
訪問団を受け入れ、友好提携に関する協定を再度締結するとともに、交流事業を実施する。

２　施策の実施状況
　オクシタニ州から訪問団を受け入れ、京都迎賓館での歓迎行事や交流協議を行うととも
に、友好提携を再度締結した。また、京都府議会を訪問し、議場において同州議長がスピー
チを行い、議会との交流を深めた。
　期間：平成２８年１２月４日～５日（２日間）
　交流事業参加者：約１００人

３　執　　行　　額　　　 １，５００，０００円　　　　　　　　

       １　施策の趣旨等
　府とカナダ・ケベック州との友好関係を一層発展させるため、府訪問団を派遣し、同州と
友好提携に関する協定を締結するとともに、教育・環境等の分野での交流拡大を図る。

２　施策の実施状況
　副知事を代表とする府訪問団を派遣し、交流協議を行うとともに、友好提携を締結した。
また、今後の両府州間の交流分野の一つである高校間の交流を進めるため、州内の高等学校
を訪問し、舞踊披露により京都文化を紹介するとともに、同州ラバル大学演習林の視察を通
じて森林管理に関する相互理解を深めた。
　期間：平成２８年５月２５日～２８日（４日間）
　交流事業参加者：約２００人

３　執　　行　　額　　　 ４，８０６，０００円　　　　
 （うち委託料　３，５３７，０００円）　

       １　施策の趣旨等
　府内で勉学する留学生で、府との「かけ橋」としての役割を果たそうという意欲のある者
を、「京都府名誉友好大使」に任命し、次のような活動を通じて府の国際化を推進する。

１　一般管理費
（Ｐ６８）

８０，４６４，０００
（６，２５３，０７１，０００）

７８，８００，６４９
（６，１９２，２５５，８０４）
決算額の財源
内訳
国庫支出金
 ６，２５０，０００
財 産 収 入
 ２，５００，０００
諸　収　入
 ６６０，０００
一 般 財 源
 ６９，３９０，６４９

京都フランス友好交流
推進事業

（国　際　課）

京都ケベック州友好交
流推進事業

（国　際　課）

京都府名誉友好大使任
命事業

（国　際　課）
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茨　府の国際化の協力者として、府や市町村等の国際交流行事へ参加
芋　日本国外において、府の紹介や当該地の情報を提供

　指標：大使派遣件数　　目標：１５５件　　実績：１２８件

２　施策の実施状況
　府や市町村等の国際化事業等への参加を通じて、地域の国際化が進展した。また、友好大
使と小学生の親子が交流する「第６回留学生クッキングワールドカップ」を開催するなど、
友好大使自身が企画段階から事業に関わり、府政への関心を高めた。
茨　平成２８年度任命数　　　１５人（平成４年度からの累計　　　　　２９５人）
芋　平成２８年度派遣件数　１２８件（大使派遣事業への参加者数　１３，５０２　）
　　　国際化事業（小・中学校の国際理解教育　等）　１２１件
　　　自主的な活動（料理教室、外国語講座　等）　　　７

３　執　　行　　額　　 　２，６６９，８８０円　　　　

       １　施策の趣旨等
　海外から留学生を積極的に受け入れ、彼等の知識や経験を地域の国際化・活性化に活かす
ため、オール京都で留学生を誘致・支援する。

　　　　　　　　指　標　　　　　　　　　　　　　目　標　　　　　　　　　　実　績　　
　府内の留学生数　　　　　　　　　　　　　　　８，７００人　　　　　　　　　８，０１１人
　留学生の就職内定者数　　　　　　　　　　　　　２１０　　　　　　　　　　　２７８

２　施策の実施状況
茨　留学生スタディ京都ネットワーク事業費
　ア　京都留学に関する総合ポータルサイトの運営

　学校情報や生活情報等、京都地域の留学に関する情報を一元化した総合的なポータル
サイト「STUDY KYOTO」を運営した。

　　　　対応言語　　　　　７言語（英語、中国語（簡体字、繁体字）、ハングル、タイ語、
ベトナム語、日本語）

　　　　アクセス件数　１０２，４０１件（平成２８年度末現在）
　イ　留学コーディネータの設置
　　　京都留学に関する相談・問合せへの対応や関係機関とのコーディネートを実施した。
　ウ　海外での留学フェア等の開催・出展

　関係機関との連携による京都留学フェアの開催や独立行政法人日本学生支援機構が開
催する日本留学フェアへのブース出展等を通じて、現地の学生、教育機関及び留学関連

留学生総合支援事業

（ ）国 際 課
総合就業支援室
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事業者等への京都留学情報の発信等を行った。
　　　京都留学フェア等の開催　３箇国・地域　３会場
　　　日本留学フェアへの出展　２　　　　　　３
　エ　留学生向け有給インターンシップの実施
　　　派遣留学生数　２２人
　　　派遣企業数　　１５社
　オ　留学生のための住宅情報サイトの設置・運営
　カ　京都ジョブパークでの留学生の就職支援
　　　留学生向け就職・生活相談件数　３，４４５件
　　　就職活動セミナー開催回数　　　　　１４回　参加留学生数　１９３人
　　　企業交流会開催回数　　　　　　　　８　　参加留学生数　１３１　　参加企業数　４１社
芋　大学のまち京都留学生応援事業費
　ア　きょうと留学生オリエンテーションセンター（きょうと留学生ハウス・さつき寮・み

ずき寮）において、入居留学生に対する様々な交流支援事業や生活ルールの指導等を行
うことにより、日本で自立した生活ができるよう支援した。

　　　きょうと留学生ハウス（上京区）　３８室
　　　さつき寮（上京区）　　　　　　　４５
　　　みずき寮（左京区）　　　　　　　４４
　イ　「京都留学生体育祭」を開催し、スポーツを通じて留学生同士の交流促進を図った。
　　　実施日　平成２８年１１月２６日（土）
　　　会　場　島津アリーナ京都
　　　参加者　留学生等約３００人
鰯　京都キャンパス国際化推進費
　府有資産を活用し、大学と連携・共同した新たな留学生施設の整備に向けた調査を実施
した。

３　執　　行　　額　 　３２，８１９，８２８円　　　　
 （うち負担金　６，９４９，３７６円）　

       １　施策の趣旨等
　犯罪被害者等に対する支援の充実と社会全体で犯罪被害者等をサポートする環境づくりを
図る。
　指標：犯罪被害者等からの相談件数　目標：１，０００件以上　実績：１，０３９件

２　施策の実施状況
　京都府犯罪被害者サポートチームを運用するとともに、公益社団法人京都犯罪被害者支援
センター及び同ほくぶ相談室が実施する相談・被害者支援事業を支援することで、社会全体
で犯罪被害者等をサポートする環境づくりを促進した。

犯罪被害者等支援活動
推進事業

（ ）安心・安全まち
づくり推進課
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茨　総合的な被害者支援のための犯罪被害者サポートチームの運用
　　犯罪被害者支援コーディネーターの配置　　　３人
　　相談件数　　　　　　　　　　　　　　　　　８１件
芋　公益社団法人京都犯罪被害者支援センターへの助成
　フリーダイヤルによる電話相談や臨床心理士によるカウンセリングに要する経費に対
し、助成した。
　　フリーダイヤル相談件数　　５０９件（うちほくぶ相談室３０件）
　　カウンセリング件数　　　　　８１　　（　　　　〃　　　　１１　）
鰯　中高生を対象とした「いのちを考える教室」の開催
　　期間　　平成２８年６月１２日～平成２９年１月３０日（全１６回）
　　場所　　京都市立朱雀中学校他１４校

３　執　　行　　額　　　　　　　　　　 　３，４０７，５４４円　　　　
 （うち補助金　２，５２８，６４０円）　

       １　施策の趣旨等
　様々な地域団体やボランティア団体等との協働による地域防犯活動を実施し、犯罪のない
まちづくりを総合的に推進する。
　指標：刑法犯認知件数　目標：２４，０００件以下　実績：２０，４７９件

２　施策の実施状況
茨　ビューティフル・ウィンドウズ運動
　小さな犯罪の芽を摘むことで、大きな犯罪を抑止することを目的とし、地域との協働に
より、花を植えるなどまち全体をきれいにすることで犯罪の起こりにくい環境づくりを
行った。
　　期　　間　平成２８年４月２３日～平成２９年３月２５日（全１１回）
　　場　　所　鉄道駅周辺、小学校周辺　等
　　協働団体　各府民協働防犯ステーション他　　　延べ２８団体　参加者延べ５０４人
芋　ステーション・コーディネーターの育成
　地域の安心・安全に関する様々な課題に対応するため、府民協働防犯ステーションの
リーダーとなるステーション・コーディネーターを育成した。
　　東一条ステーション他９箇所　１４人
鰯　地域安全マップづくり講習会
　子ども達自身が、どのような場所で犯罪が起こりやすいか理解し、犯罪被害を回避する
能力を身に付けるための地域安全マップづくりの普及のための講習会を開催し、マップ作
成指導者を養成した。

防犯まちづくり推進事
業
安心・安全まち
 づくり推進課 
警　察　本　部（ ）
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　　期　間　平成２８年６月２４日～平成２８年１２月７日（全６回）
　　場　所　京都市立養徳小学校他５校
　　参加者　延べ４７１人
允　子ども・地域安全見守り隊支援
　地域住民による自主的な防犯活動に必要な資機材の交付及びボランティア保険の加入に
より子どもの安全確保と地域防犯力の向上を図った。
　交付団体　地域の子ども見守り隊等　　１７７団体
印　府民防犯旬間啓発活動
　犯罪のない安心・安全なまちづくりの機運を醸成するため、府内各地域で広報啓発活動
を実施することで、府民一人ひとりの防犯意識の向上と犯罪を発生させない環境づくりへ
の意識を深めた。
　　期　間　平成２８年７月８日～１９日
　　場　所　商業施設、鉄道駅前等２８箇所
　　参加者　６，０００人

３　執　　行　　額　　　　　　　　　　 　１８，７０２，３９７円　　　　

       １　施策の趣旨等
　「きょうと地域創生府民会議」が地域創生を盛り上げるために実施する「あすのKyoto・地
域創生フェスタ」の開催支援やプロボノ派遣事業などにより、地域創生の取組を支援する。

　指標：あすのKyoto・地域創生フェスタ参加団体数及び参加者数
　　　　参加団体数　　参加者数
　目標：　６０団体　　　１２，０００人
　実績：　６１　　　　　１４，５００

２　施策の実施状況
茨　「あすのKyoto・地域創生フェスタ」の開催
　　開催日　平成２８年１１月２３日
　　場　所　京都府立植物園
　　参加者　１４，５００人
芋　きょうと地域創生府民会議協賛事業
　府民会議構成団体が実施する地域創生に関するイベントに対する支援　９団体
　府内市町村等が実施する地域創生に関するイベントに対する支援　延べ１２市町村等
鰯　プロボノ派遣による支援
　高度な専門知識や能力を有する人材をプロボノとして登録し、地域力再生活動団体に派
遣することで課題解決を支援
　　プロボノ登録者数　　　　　　　　　　２０１人
　　プロボノ登録団体（きょうと地域創生府民会議構成団体）　　４６１団体
　　プロボノ派遣人数　　　　　　　　延べ６９人

あすのＫｙｏｔｏ・地
域創生府民会議活動推
進事業
（府民力推進課）



施 策 の 実 施 状 況 と 成 果 等主 要 な 施 策決 算 額予 算 現 額科 目

円円

―１０―

　　プロボノ派遣による事業改善団体数　　１３団体

３　執　　行　　額　　　　　　　　　　　　 １１，８９５，０００円　　　　

 （うち  　

       １　施策の趣旨等
　「森の京都」の京北地域での取組として、あうる京北（府立ゼミナールハウス）において、「森
と芸術とひとの共生」をテーマに「森の芸術祭」（９～１１月）を実施し、京北の魅力を発信す
る。

　指標：会期中入場者数　　　　　目標：１０，０００人　　　　　実績：約９，６００人

２　施策の実施状況
　内容　　　　　　　　　　　　　開催日　　　　　　　　　来場者数
　けいほく森の芸術祭等　　　　　９月１７日～１１月２７日　　　約２，０００人
　けいほくクラフト　　　　　　　１０月１日、２日　　　　　約５，０００
　もみじ遊山　　　　　　　　　　１１月１２日　　　　　　　　約１，３００
　新北桑展　　　　　　　　　　　１１月８日、１３日　　　　　約１，３００

３　執　　行　　額　　　　　　　　　　　　　　 ３，０００，０００円　　　　
 　（負担金）　　　　　

 

         １　施策の趣旨等
　府民視点に立ち、府民のために課題にチャレンジする職員を育成し、優れた施策提案を行
うとともに、事業推進を加速化し、職員の自立心、モチベーションの向上を図る。

　　　指　標　　　　　目　標　　実　績
　提案・研究件数　　　　３０件　　　３３件（前期２７件、後期６件）
　　うち海外調査件数　　　８　　　　　６
　事業化比率　　　　　　７５％　　８５．２％（前期分のうち予算要求のあった２７件中２３件）

２　施策の実施状況
茨　庁内ベンチャー事業
　職員（個人又はグループ）が、府政全般に関する課題について、市町村、大学、民間企
業、ＮＰＯの職員等と連携・協力しながら、その解決策を研究、提案し、事業化に繋げた。

補助金　９，９００，０００円
委託料　１，９９５，０００　）

「森の京都」あうる京
北発信事業
（文化政策課）

２　人事管理費
（Ｐ６８）

１０，０００，０００
（４，３４８，３６３，０００）

９，６５１，１４０
（４，２９０，２２６，９１６）
決算額の財源
内訳
一 般 財 源
 ９，６５１，１４０

ベンチャー型職員育成
事業
職 員 総 務 課
財 政 課
企 画 総 務 課
安心・安全まち
づ く り 推 進 課
府 民 力 推 進 課 　　　　　　　　 文 化 政 策 課
文化芸術振興課
スポーツ振興課
大 学 政 策 課
自然環境保全課
公 営 企 画 課
健康福祉総務課

   
兼
献
献
献
献献
献
献
献
献
献
献
献
献

   
券
献
献
献
献献
献
献
献
献
献
献
献
献
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       　芋　ベンチャー＋α（プラスアルファ）事業
　新規事業の立ち上げ段階等での新たな課題等への職員の挑戦を支援することで、事業効
果の最大化による府民サービスの向上を図るとともに、事業推進を通じて職員の自立力、
モチベーションの向上を図った。

３　執　　行　　額　　　　　　　 　　９，６５１，１４０円　　　　

 

         １　施策の趣旨等
　外部人材・ＰＲ会社・府職員が連携し、府政広報全体をマネジメントする体制により、効
果的な府政情報の発信を行う。

　指標：広報効果（メディア掲載等件数）　　目標：６０件　　実績：１４６件

２　施策の実施状況
　事業内容と広報企画の調整等を行い、府政情報の効果的な発信を行った。
茨　情報発信体制
　外部の専門家と広報課、事業課の職員が連携する体制「広報センター」により、戦略的、
重点的な広報を実施した。
芋　府政情報の効果的な発信
　ＰＲ会社を通じたパブリシティの強化　メディア掲載等件数　１４６件

３　執　　行　　額　 　２６，７９０，８７５円　　　　
 （委託料）　　　　　

 

         １　施策の趣旨等
　発生主義、複式簿記等の民間手法を取り入れた新地方公会計基準に基づく全国統一的な財
務書類を作成し、財務会計の透明性の向上を図る。

２　施策の実施状況
　平成２８年度決算からの新地方公会計基準に基づく財務書類の作成・公表に向けて、公会計

リハビリテーショ
ン支援センター
介護・地域福祉課
障 害 者 支 援 課
こども総合対策課
健 康 対 策 課
医 療 課
薬 務 課 　　　　　　　　 産業労働総務課
染 織 ・ 工 芸 課
農 政 課
食の安心・安全
推 進 課
農 産 課
指 導 検 査 課
警 察 本 部
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３　広　報　費
（Ｐ７０）

２７，０００，０００
（６２２，５４４，０００）

２６，７９０，８７５
（６２０，９２９，５３７）
決算額の財源
内訳
一 般 財 源
 ２６，７９０，８７５

府政広報強化事業
（広　報　課）

６　会計管理費
（Ｐ７０）

１３，０００，０００
（１６３，０３１，０００）

１２，９９２，４００
（１５８，２２１，８６４）
決算額の財源
内訳
一 般 財 源
 １２，９９２，４００

新地方公会計制度推進
事業

（会　計　課）
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システムの運用を開始するとともに、固定資産台帳の更新や開始貸借対照表の作成等を行っ
た。

３　執　　行　　額　　　　　　　　　　　 　１２，９９２，４００円　　　　
 （委託料）　　　　　

 

         １　施策の趣旨等
　警察署の再編整備により廃止された七条警察署の跡地において、民間活力を導入し、府の
財政負担を最小限に止めた整備手法により、京都駅前運転免許更新センター及び京都駅前地
域防犯ステーションの整備を行う。

２　施策の実施状況
　府有地と民間所有地に定期借地権を設定し、民間事業者が建設した施設内に京都駅前運転
免許更新センター及び京都駅前地域防犯ステーションを整備し、平成２８年９月１日に開所し
た。

３　執　　行　　額　　　　　　　　　　　　 ７２９，２１３，６８７円　　　　
 （うち公有財産購入費　７１４，６１７，０２４円）

       １　施策の趣旨等
　地震等発生時において、職員の安全と業務の継続性を確保するため、防災拠点となる庁舎
の耐震改修に向けた調査を行う。

２　施策の実施状況
　府庁第３号館の耐震補強工事を図るための詳細診断及び工法の検討等の耐震診断調査を実
施した。

３　執　　行　　額　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　６，４１６，２８０円　　　　
 （うち委託料　６，１７３，２８０円）　

 

         １　施策の趣旨等
　全国初の「文化」をテーマとした「京都文化ベンチャーコンペティション」及び多様な文
化芸術の担い手とのネットワークを生かした「京都アートフリーマーケット」を実施するこ

７　財産管理費
（Ｐ７２）

７３６，７９３，０００
（１，８２１，９８７，０００）
翌年度への繰越
事業費繰越額
 ２４，６２２，０００
府有財産維持補　 　　　　　　　 修及び管理費
兼
献
験

券
献
鹸

７３５，６２９，９６７
（１，７３３，６９７，８４７）
決算額の財源
内訳
国庫支出金
 １，９１５，０００
財 産 収 入
 ７２９，２１３，６８７
一 般 財 源
 ４，５０１，２８０

運転免許更新センター
及び地域防犯ステー
ション整備等事業
（府有資産活用課）

防災拠点耐震調査検討
事業
（府有資産活用課）

８　文化芸術費
（Ｐ７２）

６５８，５３０，０００
（１，０５２，４４５，０００）

４１９，５４０，６３４
（８１２，６３７，０５６）

文化マーケット創出事
業
（文化芸術振興課）
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        　とにより、文化による新たなマーケットの創出を図る。

　　　　　　　　指　標　　　　　　　　　　　　目　標　　　　　　　　　実　績
　　京都アートフリーマーケット出展者数　　　　　　　３００グループ　　　　　　２２４グループ
　　　　　　　　　〃　　　　　入場者数　　　　　７５，０００人　　　　　　　約６０，７００人

２　施策の実施状況
茨　京都文化ベンチャーコンペティション
　ア　コンペティションの開催
　　　優秀提案　１５件（応募件数　４３１件）
　　　サポートセミナー等　４回開催
　イ　前年度受賞者への支援（起業や商品開発に向けた調整等）
芋　京都アートフリーマーケットの開催
　　　　　場　　所　　　　　　　　　　会　　期　　　　　出展者数　　　　入場者数
　京都文化博物館別館及び周辺　平成２８年９月１７日～１９日　　１２２グループ　　約２５，１００人
　　　　　　　　　　　　　　　平成２９年３月１８日～２０日　　１０２　　　　　　約３５，６００

３　執　　行　　額　　　　　　　　　　　　　　　　 　４，０００，０００円　　　　
 （うち補助金　３，３００，０００円）　

       １　施策の趣旨等
　「古典の日」の法制化を踏まえ、古典に親しみ、次世代へとつないでいくための新たな一歩
を踏み出すため、他府県と連携した全国展開活動や学校における古典教育の充実等を図る。

　指標：「古典の日」フォーラムへの参加者数
　目標：１，９００人　　実績：１，５４０人

２　施策の実施状況
　古典の日推進フォーラム及び古典の日朗読コンテストを開催し、府民が古典に親しむ機会
づくりを進め、「古典の日」の普及・定着を図った。
茨　「古典の日フォーラム２０１６」の開催
　　　　場　　所　　　　　　　　　　開　催　日　　　　　参　加　者
　　ロームシアター京都　　　　　平成２８年１１月１日　　　１，５４０人　
芋　第８回古典の日朗読コンテストの実施
　　応募４０５作品　受賞８作品

３　執　　行　　額　　　　　　　　　　　 　７，５００，０００円　　　　
 （負担金）　　　　　

翌年度への繰越
事業費繰越額
 ２２８，９３９，０００
「文化のみや
こ・京都」推進
事業費
 ７８，７６４，０００
　 　　　　　　　 
堂本印象美術館
５０周年リノベー
ション事業費
 １５０，１７５，０００
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決算額の財源
内訳
国庫支出金
 １１８，６０９，０５３
繰　入　金
 １８５，４８５，４６１
繰　越　金
 １２，３５３，４６０
諸　収　入
 ２，０２３，３８０
府　　　債
 ７３，０００，０００
一 般 財 源
 ２８，０６９，２８０

こころを育む古典の日
推進事業
（文化芸術振興課）
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       １　施策の趣旨等
　府庁旧本館を中心に、府民協働により、近隣の歴史的建造物の公開や個性ある美術工芸展・
文化体験などを実施する「府庁まちかど美術館」を開催する。

　指標：入場者数
　目標：１８，０００人　　　実績：１７，４６６人　

２　施策の実施状況
　府庁界隈の施設と協働し、美術品の展示等を実施した。
　　会　　期：平成２８年１０月２２日～１１月６日（１６日間）
　　参加施設：２４施設
　　入場者数：１７，４６６人

３　執　　行　　額　　　　　　　　　　　　　 ５１４，９０１円　　　　
 （うち負担金　３００，０００円）　

       １　施策の趣旨等
　天橋立の希少性や日本の様々な文化に与えた影響などの普遍的価値に係る調査研究を行う
とともに、国際的な評価や知名度を更に高め、世界遺産登録を目指す。

　指標：天橋立世界遺産シンポジウムへの参加者数
　目標：１００人　　実績：８１人

２　施策の実施状況
　天橋立の世界遺産への早期登録を目指し、国際的評価や知名度の向上を図った。
茨　「天橋立世界遺産講演会」の開催　　　　　　　　　　　１回
芋　冊子『「天橋立学」への招待“海の京都”の歴史と文化』の刊行
鰯　天橋立世界遺産登録可能性検討委員会の開催　　　　　１回

３　執　　行　　額　　　　　　　　　　　 　１，６３１，４９０円　　　　
 （うち委託料　１，３１０，０００円）　

       １　施策の趣旨等
　「京都こころの文化・未来創造ビジョン」に基づく文化力による京都の活性化及び京都文化
力プロジェクト２０１６‐２０２０を見据え、地域文化を育成・支援する。

　指標：次世代が学校又は文化会館等で体験する文化活動事業数
　目標：７５件　　実績：８６件

「まちかど美術館」事
業
（文化芸術振興課）

新・世界遺産事業
（文化政策課）

「文化のみやこ・京都」
推進事業
文 化 政 策 課
 文化芸術振興課 
文化交流事業課（ ）
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２　施策の実施状況
茨　文化を担う人づくりの推進
　ア　文化を未来に伝える次世代育み事業

　有識者による協議会「文化の知恵袋」を通じ、優れた専門講師を学校・地域に派遣し、
地域に根ざした質の高い文化芸術を体験・体感する機会を提供した。

　　契　次世代文化継承・発展
　　　　京都ならではのほんまもんの人材による学校での体験事業等を実施した。
　　　　　小・中・高・特別支援学校等での芸術体験　　６８件
　　　　　地域の文化会館等での地域文化育成事業　　　９
　　　　　指導者向け講座　　　　　　　　　　　　　　９
　　形　古典芸能普及促進

　京都の歴史と伝統に育まれてきた古典芸能を継承し、技術を未来に引き継ぐため、
古典芸能団体に助成を行った。

　　　　　助成件数　　　　　　　　　　　　　　　　　２９件
　イ　全国高校生伝統文化フェスティバル開催事業

　次世代の文化活動の夢や希望、目標の場として、「第５回記念大会全国高校生伝統文化
フェスティバル」及び「第３回全国高校生茶道フェスティバル」を開催した。

　　　　　　場　　所　　　　　　　　　　開　催　日　　　　　　参加者数（観覧者含む）
　　　京都コンサートホール他　　平成２８年１２月１７日、１８日　　　約３，２００人
芋　次なる「ほんまもん」の育成
　京都ならではのほんまもんの京文化を広く内外に発信し、文化力を活かした地域等の活
性化を図るとともに、次世代に継承する取組を実施した。
　ア　ほんまもんの京の文化の担い手を育む事業
　　　プロや若手作家等による展覧会等を実施した。
　　契　京都野外彫刻展

　野外に相応しい彫刻作品を展示することにより、府民の彫刻に対する関心を高める
とともに、京都彫刻界の振興を図った。

　　　　　　場　　所　　　　　　　　　　開　催　日　　　　　　　　入場者数
　　　　府立植物園　　　　　　　平成２８年１０月１日～１６日　　　　　３４，１７３人
　　　　府立陶板名画の庭　　　　　　　　　　〃　　　　　　　　　　　１，８８１
　　形　京都新世代いけばな展

　京都の若手華道家によるいけばな展を開催し、次代を担う華道家の育成及び華道の
振興を図った。

　　　　　　場　　所　　　　　　　　　　開　催　日　　　　　　　　入場者数
　　　　大丸ミュージアム＜京都＞　　平成２８年１１月３日～８日　　　　６，５９３人
　イ　ほんまもんで府民文化力を向上する事業
　　　地域の舞台や継承すべき古典公演などへ支援した。
　　　舞台芸術振興・次世代体験

　ほんまもんの舞台芸術を体験する機会の提供や多様な公演の実施を通じて、府民が舞
台芸術に親しむ環境を創出し舞台芸術の活性化を図るため、府民ホールアルティ、府立
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文化芸術会館等での公演事業を実施した。
　ウ　若手美術作家の育成事業

　京都を拠点に活躍する若手美術作家の選抜展を開催し、京都から最新のアートを発信
した。

　　　京都府新鋭選抜展
　　　　場　　所　　　　　　　　　　　　開　催　日　　　　　　　　　　入場者数
　　　京都文化博物館　　　　　　　　平成２９年１月２８日～２月１２日　　　３２，４５０人
鰯　個性豊かな文化圏の創造
　市町村と協働で、文化の仕掛人（アートコーディネーター）を設置し、地域の文化資源
を発掘し、文化による地域の活性化を図る短期のアーティスト・イン・レジデンス事業
「京都：Re-Search」を実施した。

　ア　文化の仕掛人の設置
　　　　設置箇所　　　　　　　　　　舞鶴市総合文化会館（舞鶴市）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　京都田辺市文化協会（京田辺市）
　イ　京都：Re-Searchの実施
　　契　短期アーティスト・イン・レジデンスの実施
　　　　　場　　所　　　　　　　　　　　　期　　間
　　　　　舞　鶴　市　　　　　　　　　　平成２８年８月２２日～９月４日
　　形　フォーラムの開催
　　　　　場　　所　　　　　　　　　　　　開　催　日　　　　　　　　　参加者数
　　　　京都リサーチパーク　　　　　　平成２８年１２月４日　　　　　　　約１００人
允　文化圏の活動拠点の充実
　文化芸術振興の「拠点」としての機能及び発信力を強化するため、緊急度の高い施設や
設備の機能回復を実施した。
　ア　京都文化博物館別館
　　　耐震補強工事を実施
　イ　府民ホール
　　　非常用蓄電池の更新等を実施
　ウ　丹後文化会館
　　　非常用蓄電池の更新等を実施
　エ　中丹文化会館
　　　スポットライトの更新等を実施
　オ　長岡京記念文化会館
　　　空調設備改修工事等を実施

３　執　　行　　額　　　　　　　　　　 ２４９，４０１，９８４円　　　　
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       １　施策の趣旨等
　堂本印象美術館創立５０周年を記念し、個性的で親しみやすい美術館としていくための改修
（リノベーション）を行うため、改修工事の基本・実施設計を実施し、工事に着手する。

２　施策の実施状況
　美術館、建築等専門家の意見を聴取し、共同研究として京都工芸繊維大学との連携により
策定した基本計画に基づき、改修工事の基本・実施設計を実施し、内外装改修工事に着手した。

３　執　　行　　額　　　　　　　　　　　　 　５７，５４８，８１４円　　　　

 （うち  

       １　施策の趣旨等
　平成３２年の東京オリンピック・パラリンピックに向けて、京都の文化を国内外に発信し、
新しい文化創造を目指す「京都文化力プロジェクト２０１６～２０２０」事業を実施する。

　指標：京都文化を国内外に発信する文化イベントの開催数
　目標：５回（平成２７～３１年度累計）　　　　実績：１回（平成２８年度）

２　施策の実施状況
茨　京都文化力プロジェクト２０１６‐２０２０の実施計画の策定や気運醸成
　京都府・京都市・経済界をはじめ各界の幅広い有識者で構成する京都文化力プロジェク
ト実行委員会を設置し、京都文化力プロジェクト２０１６‐２０２０実施に向けて、実施計画（総論）
を１０月に策定。また、気運醸成を図るため、大学生対象の「日常生活から見つけた京都文
化の発信・体験プラン」コンテストやワークショップの開催、ホームページの作成、機関
誌の発行等を行った。
　ア　「日常生活から見つけた京都文化の発信・体験プラン」コンテストの開催
　　　　　場　　所　　　　　　　　　　　　開　催　日　　　　　　　　参加者数
　　大江能楽堂（京都市）　　　　　　　平成２９年１月１５日　　　　　　　約９０人
　イ　ワークショップの開催
　　　　　場　　所　　　　　　　　　　　　開　催　日　　　　　　　　参加者数
　　ガレリアかめおか（亀岡市）　　　　平成２８年１０月１６日　　　　　　約１００人
　　旧尾藤家住宅（与謝野町）　　　　　平成２８年１１月１９日　　　　　　　約７０
　　下鴨神社（京都市）　　　　　　　　平成２９年３月９日　　　　　　　約７０
芋　スポーツ・文化・ワールド・フォーラム開催
　東京オリンピック・パラリンピック等に向けて、スポーツや文化による国際貢献や有形・
無形のレガシー等について議論、情報発信し、オリンピック・パラリンピック・ムーブメ
ントを国際的に高めるためのキックオフイベントとしての国際会議の京都プログラムを開
催した。
　　　　場　　所　　　　　　　　　　　　　　　　　開　催　日　　　　　　　延参加者数
　　ロームシアター京都、京都文化博物館他　平成２８年１０月１９日、２０日　　　　約３，５００人

堂本印象美術館５０周年
リノベーション事業
（文化政策課）

委託料　　８，９８８，８４０円
工事費　４８，４６９，０１４ ）

京都文化フェア（仮称）
２０１６‐２０２０開催事業
文化芸術振興課
 文化交流事業課 
文　　教　　課（ ）



施 策 の 実 施 状 況 と 成 果 等主 要 な 施 策決 算 額予 算 現 額科 目

円円
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鰯　新・文化芸術振興助成事業
　市町村における地域文化資源を活用した文化芸術活動を発展させるとともに、平成３２年
の東京オリンピック・パラリンピック等に向けた新たな文化の創造の取組を推進するため、
府内市町村やＮＰＯ等の地域団体等が取り組む文化活動に対し助成した。
　　文化芸術振興・発信事業　　３８件
　　文化力チャレンジ事業　　　５５

３　執　　行　　額　　　　　　　　　　　　 　８３，５８５，９６５円　　　　

 （うち  

       １　施策の趣旨等
　「文化首都・京都」の実現に向け、京都文化を支える文化芸術団体の分野横断的連携を促進
するとともに、各分野の芸術活動を振興し、京都文化力プロジェクト２０１６‐２０２０の推進を図る。

　指標：支援団体数　　　　目標：２０団体　　　　実績：１５団体　

２　施策の実施状況
　各分野の文化芸術団体の活動に助成するとともに、分野を超えた連携を図るためのネット
ワーク会議を開催した。
茨　文化芸術団体の活動への助成　　　　　　　　１５団体
芋　京都府文化芸術団体ネットワーク会議の開催　１回

３　執　　行　　額　　　　　　　　　　 　２，８５３，４８０円　　　　
 （補助金）　　　　　

       １　施策の趣旨等
　歴代の京都府文化賞受賞者が参加する会議を設置し、日本文化の歴史や伝統を踏まえた長
期的・大局的な見地の提言発信などを通じ、「文化首都・京都」の実現を図る。

２　施策の実施状況
　文化庁の京都移転の決定の機会を捉え、京都文化芸術会議（平成２８年２月９日発足）にお
いて、「文化庁移転を契機とした今後の文化行政のあり方の提言」をとりまとめ、文化庁に対
する提言を行った。
茨　文化庁への提言　
　　第一次提言　平成２８年８月２２日
　　第二次提言　平成２８年１１月７日

負担金　４３，１５３，１６５円
 補助金　４０，０４１，０００　）

京都文化芸術団体連携
強化事業
（文化芸術振興課）

京都文化芸術会議（仮
称）事業
（文化芸術振興課）



―１９―

芋　世話人会の開催等
　　世話人会等　８回
　　交流会　　　１回

３　執　　行　　額　　　　　　 　３，０００，０００円　　　　
 （うち委託料　２，９１６，７６０円）　

       １　施策の趣旨等
　文化による地域創生を加速化させるため、新たな展開を迎えた「北山」を舞台に、京都
（日本）文化の魅力を国内外に発信するアートイベントを実施する。

２　施策の実施状況
　光や色、音などで古典を表現したアートプロジェクト「光の庭」を実施した。
　　　　　場　　所　　　　　　　　　　　開　催　日　　　　　　　入場者数
　　　府立陶板名画の庭　　　　平成２８年１１月２６日～１２月２５日　　　　　５，１９４人

３　執　　行　　額　　　　　　　　　　 　９，５０４，０００円　　　　
 （委託料）　　　　　

 

         １　施策の趣旨等
　丹波自然運動公園におけるトレーニング棟及び宿泊棟（京都府産木材を使用）を整備（合
築）し、京都トレーニングセンターの開設記念事業を実施する。

２　施策の実施状況
茨　京都トレーニングセンターの整備
　ア　トレーニング棟
　　　　構　造　木造１階
　　　　面　積　９３０㎡
　イ　宿泊棟
　　　　構　造　木造一部鉄骨造、地上２階地下１階
　　　　面　積　４，５６８㎡
芋　京都トレーニングセンター竣工式の開催
　　開催日　平成２８年６月１８日
　　場　所　京都トレーニングセンター

３　執　　行　　額　　　　　　　　 　１６８，０８７，１６１円　　　　

 （うち  

北山文化環境ゾーン魅
力発信事業
（文化政策課）

９　体育振興費
（Ｐ７４）

６９１，９６４，３６０
（７２５，０６７，３６０）
翌年度への繰越
事業費繰越額
 ２００，７０３，６００
スポーツ拠点施
設充実費
 ４２，３０４，０００
　 　　　　　　　 
専用球技場整備
費 １５８，３９９，６００

兼
献
献
献
献
験　
　

券
献
献
献
献
鹸　
　

４５５，１４８，２０９
（４８８，０２９，３００）
決算額の財源
内訳
国庫支出金
 ７４，８０１，２４０
繰　越　金
 ４，４２７，３０７
諸　収　入
 ４，８００，０００
府　　　債
 ３３９，０００，０００
一 般 財 源
 ３２，１１９，６６２

京都トレーニングセン
ター整備事業

（ ）ス ポ ー ツ 振 興 課
スポーツ施設整備課

工事請負費　５７，４２７，４９０円
 備品購入費　６１，８６７，８５８　）
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       １　施策の趣旨等
　丹波自然運動公園における陸上競技場第２種公認化整備及びクロスカントリーコース整備
を実施するとともに、広域的スポーツ施設の整備を実施する市町村への支援を実施する。

２　施策の実施状況
茨　丹波自然運動公園
　ア　陸上競技場第２種公認化整備を行った。
　イ　クロスカントリーコースの整備に向け、設計に着手した。
芋　市町村への支援
　　交　付　先　京都市
　　事業内容　西京極総合運動公園陸上競技場における諸室・トイレ改修及び横大路運動公

園における防災設備整備を行った。
　　交　付　先　福知山市
　　事業内容　三段池公園テニスコート改修（砂入り人工芝化）を行った。
　　交　付　先　大山崎町
　　事業内容　体育館における空調照明設備設置及び諸室改修に係る設計を行った。

３　執　　行　　額　　　　　　　　　 ２２１，９０６，００１円　　　　
 （うち工事請負費　１３５，２２５，６００円）

       １　施策の趣旨等
　専用球技場整備に向けた環境保全専門家会議の開催、建設予定地の地下水影響解析の実施
とともに実施設計に着手し、施設整備を進める。

２　施策の実施状況
　環境保全専門家会議の開催　６回
　地下水影響解析の実施
　実施設計の着手

３　執　　行　　額　　　　　　　　　 　４２，７９７，７５８円　　　　
 （うち委託料　３６，７１８，９２０円）　

       １　施策の趣旨等
　「スポーツ王国・京都」の実現に向け、平成３２年の東京オリンピック・パラリンピック等の
国際大会の試合・練習会場、合宿地誘致に向けた取組を実施する。

　指標：ホストタウン登録市町村数　目標：５市町村以上　実績：５市町

スポーツ拠点施設充実
事業
（スポーツ施設整備課）

専用球技場整備事業
（スポーツ施設整備課）

地域活性化スポーツ国
際大会等誘致推進事業
（スポーツ振興課）



―２１―

２　施策の実施状況
茨　ホストタウン登録に向けた取組
　ア　登録推進に向けた市町村及び競技団体向けの意見交換会を開催
　　　開　催　日　　平成２８年１０月２１日
　　　場　　　所　　メルパルク京都
　　　参加団体等　　１１市町、１４団体
　イ　ホストタウン登録状況
　　　市町村名　　　　　　　　交流相手国・地域名　　　　　　　競技
　　　舞 鶴 市　　　　　　　　ウズベキスタン　　　　　　　　　レスリング
　　　亀 岡 市　　　　　　　　オーストリア　　　　　　　　　　空手
　　　京丹後市　　　　　　　　韓国・オーストラリア　　　　　　カヌー
　　　大山崎町　　　　　　　　スイス　　　　　　　　　　　　　フェンシング
　　　京丹波町　　　　　　　　ニュージーランド　　　　　　　　ホッケー
芋　国際大会の開催負担金
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　金　額
　　関西ワールドマスターズゲームズ２０２１　　　　　　　　　　　　１４，０００，０００円
　　平成２８年度関西マスターズスポーツフェスティバル　　　　　　　　４３，０００
　　第２回京都丹波トライアスロン大会in南丹　　 　　　　　５００，０００　　　　　
　　第１９回ツアー・オブ・ジャパン京都ステージ　　　　　　　　　　５，０００，０００

３　執　　行　　額　　　　　　　　　　　　　 ２２，３５７，２８９円　　　　
 （うち負担金　１９，５４３，０００円）　

 

         １　施策の趣旨等
　広域振興局ごとに策定した「地域振興計画」に基づき、総合的・戦略的な視点による地域
づくりを進める。

２　施策の実施状況
茨　山城広域振興局
　ア　「お茶の京都」や「かぐや姫観光」による賑わいづくり事業

　平成２９年度の「お茶の京都」ターゲットイヤーに向け、宇治茶の価値・魅力を発信し、
宇治茶ファンの拡大と宇治茶の消費拡大の取組やかぐや姫観光を企画、推進した。

　　契　京都市等周辺地域への発信と賑わいづくり
　　　　・宇治茶まつりの開催　平成２８年１１月１２日　　　　　 参加者　約　２５，０００人　　　
　　　　・「UJI-CHA Fair」イベントによる発信　延べ約７０回　 参加者　約５２０，０００　　　　
　　形　宇治茶文化を継承・復活し、魅力を伝達
　　　　・宇治茶ムリエ養成講座受講者　　　約１，２００人
　　　　　　うちキッズ茶ムリエ検定参加者　約　３７０
　　径　かぐや姫観光の推進、賑わい創出・発信
　　　　・「京都・乙訓地域観光振興のためのプラットフォーム」創設　平成２８年７月２１日

１０　広域振興局
　　　費
（Ｐ７４）

１９０，４６３，０００
（５９２，８９９，０００）

１９０，１１９，０００
（５８２，５３５，４０１）
決算額の財源
内訳
国庫支出金
 ９２，８６６，５４７
財 産 収 入
 ８，３００，０００
一 般 財 源
 ８８，９５２，４５３

地域振興計画推進事業
（計画推進課）
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　　　　　ワークショップ　４回　フィールドワーク　１回
　　　　・「竹の里・乙訓」と「もう一つの京都」を結ぶ大物産展の開催
　　　　　平成２８年９月２２日　入場者　約８０，０００人
　イ　木津川右岸地域の活性化事業

　相楽東部地域等の活性化を図るため、府・町村等で構成する協議会を設置し、交流人
口の拡大、移住定住等を促進するための支援を実施した。

　　契　府・３町村等の連携による地域創生の戦略的推進
　　　　・「相楽東部未来づくり推進協議会」設立　平成２８年７月２８日
　　　　・「相楽東部未来づくりセンター」の共同体制の合意
　　形　相楽東部の子育てを広域的に支援する基盤づくり
　　　　・相楽東部、西部の交流会　２回　参加者　約１，１００人
　ウ　やましろ文化祭及び科学好き・ものづくり好きの子ども育成事業

　研究施設、企業、大学、ＮＰＯ等山城の地域資源を活かした最先端の科学・ものづく
りの体験や活動団体との交流により、次代の担い手のふるさと意識を醸成した。

　　契　やましろのタカラフェスティバルの開催
　　　　平成２８年１１月２３日　会場　宇治市文化センター　　　　　　参加者　約１，２００人
　　　　平成２８年１２月１１日　会場　木津川市山城総合文化センター　参加者　約　７５０
　　形　やましろ未来っ子サイエンスラリーの実施
　　　　平成２８年７月～９月　参加者　小・中学生　約２，０００人　ラリーポイント　３０箇所
　エ　人づくりに始まる災害に強いやましろづくり事業

　天井川の急激な増水等を想定した市町村との初動対応訓練や地域防災リーダーの養
成、医療機関と連携した訓練等を実施した。

　　契　地域防災リーダー養成講座の実施
　　　　平成２９年１月１９日　京田辺市　２月５日　木津川市
　　　　３月９日　笠置町、和束町、南山城村　３月９日　井手町　参加者　１３４人
　　形　水害から身を守る情報啓発を、多雨期を中心に集中実施　　　　　　　　　　　　
　　　　パネル展の実施　１３箇所
　　　　各市町村で防災情報の入手方法を記したチラシを住民に配布　１５箇所
　　径　市町村、医療・福祉関係機関と連携した訓練の実施
　　　　６回　参加者　２９９人
　　恵　災害に強い山づくりの推進
　　　　「安心安全山づくりの炭山モデル」の取組地区を拡大　新規開始　２地区
　　慶　「アレルギー対応支援の手引き」を活用した学校・幼稚園・保育所の管理者向け研修

会を開催　２回　参加者　７５人
　オ　やましろ地域協働子育ておうえん事業、山城らしい「出会いの場」づくり事業

　妊産婦の不安や負担を軽減するため、市町村で妊娠出産包括支援事業が実施できるよ
う支援を行った。

　　契　子育てフォーラムの開催（３保健所合同）



―２３―

　　　　平成２８年７月８日　長岡京市　参加者　１９６人
　　形　子育て支援に関わる支援者・ＮＰＯ団体等と行政とのネットワーク会議を開催
　　　　乙訓保健所　２回　４６人、山城北保健所　１回　２４人、山城南保健所　１回　３９人
　　径　子育て支援団体の少ない町へ、妊娠出産包括支援事業実施に向けた支援を実施
　　　　大山崎町、井手町、宇治田原町、精華町
　　恵　平成２８年度から妊娠出産包括支援事業を実施する市町を支援
　　　　向日市、長岡京市、久御山町
　　慶　児童虐待を未然に防止するため、ハイリスクな妊産婦を早期に発見、支援する地域

の体制づくりを推進
　　　　・研修会　２回　参加者　延べ１７５人　事例検討会　３回　参加者　延べ３７人
　　　　・妊産婦のメンタルヘルスに係る本人・家族向けリーフレットの作成　１８，０００部
　　慧　豊富な観光資源を活かした山城らしい「出会いの場」づくりを推進
　　　　・出会いの場　３回　カップル成立数　５組
芋　南丹広域振興局
　ア　京都丹波ブランド戦略事業

　「京都丹波」を地域ブランドとして確立し効果的に発信するため、さまざまなツールに
よる取組を展開するとともに、全国育樹祭と合わせ、森の京都を感じられる参加型の大
規模イベント「京都丹波・森の京都フェスティバル」を開催し、地域の元気づくり・魅
力発信を推進した。

　　契　「森の京都」をテーマにした「京都丹波・森の京都フェスティバル」の開催
　　　　来場者　約１８，０００人
　　形　京都丹波の地域資源を活かした交流と賑わいづくり
　　　　・管内８つの道の駅を京都丹波の玄関口に位置づけ、スタンプラリーを実施
　　　　・第２回京都丹波トライアスロン大会in南丹の開催　
　　　　　参加者・来場者　約１０，０００人

・京都トレーニングセンターの開設にあわせ、親子で楽しめる「京都丹波キッズス
ポーツふれあい広場」の開催

　　　　　参加者・来場者　約３，０００人
　　径　地元ケーブルテレビや市町と連携したＣＡＴＶ番組「とれたて新鮮！森の京都丹

波っ！」の制作
　　　　・番組５本を制作し、管内市町及び You Tube で放送
　　恵　「京都丹波・写ガール隊」（大学、市町と連携）によるＳＮＳ等を通じた魅力発信
　　　　発信回数　４５０件
　イ　「京都丹波　食と森の交流の都構想」推進事業

　「森の京都」の一環として、豊かな自然や高品質な食材を活用した都市農村交流をさら
に発展させ、地域の活性化を図るため、交流拡大に必要な受け入れ体制の整備等を積極
的に推進した。

　　契　教育体験旅行拡大のための研修会の開催や旅行代理店への誘致活動の実施
　　　　宿泊を受け入れる家庭数　１７３戸　　教育体験旅行受入人数　３，２５９人
　　形　「森の京都博」関連イベントでの出店やＰＲをはじめ、「京都丹波イチ推しの食」メ

ニュー開発や直売所を巡るラリーなどを実施し、農産物直売所の販売額を拡大
　　　　販売額　２２．５億円
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　ウ　広域観光プロモーション事業
　　　オール京都丹波により国内外への誘致プロモーション等を実施した。
　　契　国内観光誘致プロモーション
　　　・名古屋の旅行事業者を対象とした現地視察ツアーの開催や首都圏からの誘客を目

的とした観光プロモーションを実施　延べ１９日間
　　形　海外観光誘致プロモーション
　　　　・管内２市１町とともに、タイにおいて観光プロモーションを実施
　エ　災害に強い京都丹波づくり事業

　地域防災力を向上させるため、自分の安全は自分で守ることのできる「防災人」の養
成を目的とした防災関連の研修会やイベント等を実施した。

　　契　講演会・研修会の開催　３回　参加者　延べ２１２人
　　形　イベントの実施　　　　４回　（亀岡市１、南丹市１、京丹波町２）
　　径　チラシの作成・配布　　４１，９００戸配布（新聞折込）
　オ　福祉人材の確保対策及び職場定着の促進事業

　事業所と実行委員会を組織し、福祉職場就職フェア京都丹波を企画・開催するととも
に、地元事業所のニーズに基づいた研修会や交流会を開催した。

　　契　福祉職場就職フェアを開催　１回　参加者　延べ７３人
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　出展法人　１８法人　採用者　２人
　　形　人材育成の推進
　　　　・研修会の開催　２回　参加者　延べ１０８人
　　　　・交流会の開催　２　　参加者　延べ　６４
鰯　中丹広域振興局
　ア　「海・森の京都」広域連携観光事業

　中丹地域の豊かな自然など、地域ならではの魅力や素材を活かし、移動手段そのもの
を楽しむ「スポーツ・トレイル」の推進や京都丹波ジビエの安心・安全ブランドの普及
定着を図るとともに、森を活かしたトレッキングやツアーによる新たな観光地域づくり
を推進した。

　　契　「海・森の京都」スポーツ・トレイル推進
・「由良川　大江山　SEA TO SUMMIT」及び由良川・大江山マルシェの開催（平成２８
年１０月１～２日）　参加者　３，９９０人

　　　　・「初心者向けカヌー体験教室」及び「登山教室」等の開催　参加者　１４３人
　　形　京都丹波ジビエの普及・販売の促進と安心を目指した取組
　　　　・京都府中丹地域における野生鳥獣肉生産工程管理制度の創設
　　　　・シェフを対象にしたジビエ料理講習会・試食会の開催　６回　参加者　８１人
　　　　・京都丹波ジビエフェアの開催　中丹地域　３回　東京都　１回　販売数　４，６６２食
　　径　大江山の古道など地域資源を活かした観光地域づくり

・元普甲道毛原峠の未改修部分等の整備（木製階段設置や倒木撤去等）及び石畳古
道の整備計画の策定
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・大江山万燈絵巻の開催　地域イベント等　６箇所　来場者　２，１９０人
・高校生ミライカレッジinオオエヤマの開催　参加者　１００人

　　恵　奥上林の洞峠・古屋の森の栃の群生等を活かしたトレッキングルートづくり
　　　　・トレッキングルート整備　説明看板　２箇所　ベンチ　２５箇所　案内板　１５箇所
　　慶　中丹・木のある暮らし体感ツアー（森堪能コース）の開催　参加者　２１人
　イ　京都府北部地域連携・移住促進事業

　都市部から中丹地域への移住を促進するため、移住先として選ばれる地域となるため
のＰＲや田舎暮らしにあこがれる人たちへのセミナー等を開催した。

　　契　「人」の交流と絆を大切にした地域連携型の移住・定住の促進
・若者と地域をつなぐワークショップ「たんたん食堂」の開催
　６回　参加者　１３８人
・中丹の地域や人との交流を通じた中丹ファンづくり　ＳＮＳ登録者　２，９１８人
・移住・定住セミナーの開催（大阪市）　３回　参加者　７９人
・中丹田舎暮らし体感ツアーの開催　　　６　　参加者　４０　
・農家民宿の新規開設数　４軒

　　形　中丹ローカルインターンや管内企業の紹介を行うツアーを実施
　　　　・インターンシップ　受入企業　８社　参加者　２４人
　　　　・企業見学・交流会　受入企業　１０　　参加者　２３
　　径　海の京都未来っ子プロジェクトの実施　３地域　参加者　延べ１，１２０人
　　恵　「中丹 STUDENT ACT ２０１６」の開催　参加者　３，０００人
　ウ　中丹少子化総合対策事業

　中丹地域の未来を担う若い世代が安心して結婚・出産でき、子どもが健やかに育つ地
域とするための施策を展開した。
契　地域の高齢者等と子育て家庭等のこころの通う地域コミュニティを再構築するため
に、「知恵袋塾」や「交流会」を開催　知恵袋塾　１０箇所　交流会　１箇所
形　保護者等を対象に医師、臨床心理士等による「プラスワン・エンジェル隊」を派遣、
子育て応援講話や子育て悩み相談を実施　８回　参加者　３６５人
径　地域の子育てを支える「中丹エンジェル支え隊員」を養成　８４施設　２５２人

　エ　災害に強い中丹地域づくり事業
　平成２５年台風第１８号、平成２６年８月豪雨などの過去の災害の経験を活かした防災対策
を推進した。

　　契　災害時に地域住民の先導役等を担う地域防災リーダー養成講座を開催　３回
　　形　福知山豪雨災害を現地で学ぶ「弘法川災害対策現地研修会」を開催　　１　
　　径　由良川のはん濫等の災害に備えた通行規制訓練を実施　　　　　　　　１
允　丹後広域振興局
　ア　丹後の食の魅力づくり・ブランディング促進事業

　地域一体となって丹後の食の魅力を創出するとともに、丹後の特色を活かした新たな
商品開発や食関連ビジネスの取組を支援した。

　　契　丹後グルメフェスティバル・道１グランプリの開催　来場者数　３３，６５０人
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　　形　丹後の食を活用した地域ブランディング
　　　　・丹後うまいもんフェア等の開催　開催数　１０回
　　　　・府南部の大型量販店で丹後産農産物の常設コーナーの設置　１箇所
　　　　・地酒の魅力向上のため酒蔵と酒米生産者の連携強化　交流会開催数　２回
　　径　丹後の特色を活かした新たな商品開発や食関連ビジネスの創出支援
　　　　・丹後王国「食のみやこ」における新商品の開発　　　　　　　　開発件数　７件
　　　　・丹後の食を活かした異業種交流や６次産業化などの取組を支援　支援件数　２０
　　恵　地域の「食」を支える人材育成の展開
　　　　・料理開発や食品加工の研修による人材育成　開催回数　２１回　参加者数　１０２人
　　　　・地域の高校生等による「高校生レストラン」の開催　参画校数　７校
　イ　「海の京都」の新たな魅力発掘・発信事業

　丹後地域での体験プログラム等を発掘するとともに、「海の京都」ＤＭＯと連携し地域
の魅力を広く発信した。また、山陰海岸ジオパークの知名度向上や京都丹後鉄道の利用
促進を行い、地域振興につながる観光誘客事業を実施した。

　　契　丹後半島のブランド価値の発掘・発信
　　　　・コンセプトツアー、新たな体験プログラム、周遊プランによる誘客
　　　　　参加者数　１５，２７８人
　　　　・まちづくり団体、観光協会と連携した体験プログラムの動画発信　１０メニュー
　　　　・中京圏・京阪神の旅行会社へのファムトリップ、商談会の実施
　　　　　旅行会社　１９社　　メディア　２社
　　　　・大学や観光関連専門学校と連携したバーチャル旅行会社による魅力発掘・発信
　　　　　参画学校数　２校　　参加学生数　４４人
　　形　インバウンド対策の推進
　　　　・外国人宿泊の多い京都市内ホテルコンシェルジュを対象にしたＰＲ訪問
　　　　　訪問先　１２ホテル（各３回訪問）
　ウ　美しい阿蘇海を未来につなぐ事業

　「阿蘇海の日」などに阿蘇海の恵みに親しむイベントを開催するとともに、学生ボラン
ティア等と連携したカキ殻回収等を実施した。

　　契　阿蘇海流域環境改善に係るイベント・連携事業の実施　１０事業
　　形　学生ボランティア等と協働したカキ殻回収活動の実施
　　　　参加人数　延べ１，００３人　　カキ殻回収量　８５ｔ
　エ　丹後　着物で行き交うまちづくり事業

　２０２０年（平成３２年）に迎える「丹後ちりめん創業３００年」を見据えて、地域一体となっ
て「丹後ちりめん」によるまちづくり事業を実施した。

　　契　地域の高校生と織物事業者が連携した「Tango Textile Fashion Show」の開催
　　　　参画事業者数　７事業者
　　形　織物事業者との意見交換会の開催　開催回数　１０回　参画事業者数　延べ５０事業者
　オ　地域の実情に応じた防災・減災対策の推進事業
　　　各市町等と連携し、丹後地域特有の実情を踏まえた防災訓練等を実施した。
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　　契　地域防災リーダー等研修会の開催　開催回数　２回
　　形　津波浸水想定に関する防災情報を中心とした啓発チラシの作成　管内全戸配付
　カ　丹後ものづくり企業魅力発信事業

　企業と連携して、大学等に丹後地域のものづくり産業の魅力を発信するとともに、就
業体験や地域交流を合わせたローカルインターンシップの受入により、地域の人材確保
を図った。

　　契　ものづくり企業の売り込みのための大学等訪問
　　　　参画事業者数　延べ１４事業者　訪問先　１５校
　　形　ローカルインターンシップの受入　実施回数　３回　参加者数　８人
　　径　UIターン者や地域住民が参加する交流の場づくり　参加者数　１５７人

３　執　　行　　額　　　　　　　　　　　　　 １９０，１１９，０００円　　　　

 

         １　施策の趣旨等
　総合資料館と府立大学（文学部・附属図書館）の機能連携による京都学・歴彩館の整備を
行い、文化・環境・学術の交流・発信拠点を整備する。

２　施策の実施状況
　構造・規模　鉄骨造　地上４階地下２階
　　　　　　　延べ床面積　２３，９４０㎡
　施設の内容　国際京都学センター、資料室、府立両大学附属図書館、府立大学文学部
　　　　　　　研究室・実習室・演習室等

３　執　　行　　額　　　　　　　　　　　　　 １，８２９，０３３，０００円　　　　
 （うち工事請負費　１，７７３，０００，７８２円）

       １　施策の趣旨等
　京都学・歴彩館や府立両大学附属図書館等が有する図書、古文書・行政文書等の資料を検
索することができる統合データベースを構築し、文化・環境・学術の交流・発信拠点として
の基盤整備を実施する。

２　施策の実施状況
　京都学・歴彩館及び府立両大学附属図書館の図書系システムの統合を行うとともに、３館
等が有する図書資料、古文書・行政文書、博物資料のデータ等を一元管理し、横断的に一括
検索ができる統合情報システム及びネットワーク環境を整備した。

３　執　　行　　額　　　　　　　　　 　４６，４４１，２１２円　　　　
 （うち賃借料　４４，９７０，１５６円）　

１１　総合資料館
　　　費
（Ｐ７４）

４，０５０，５００，０００
（４，６５３，２５５，０００）
翌年度への繰越
事業費繰越額
 ４９７，０７１，０００
京都学・歴彩館
設備整備事業費
 １２５，４２１，０００
北山文化環境
ゾーン広場・プ　 　　　　　　　 ロムナード整備
事業費
 ３０６，９５８，０００
京都学・歴彩館
開設準備費
 ６４，６９２，０００

兼
献
献
献
献
献
献
献献
献
献
献
験

券
献
献
献
献
献
献
献
献献
献
献
鹸

３，５４９，８９９，９２９
（４，１５０，６２７，８９１）
決算額の財源
内訳
国庫支出金
 １，２５７，０３７
繰　入　金
 １，２３６，６５１，９８３
繰　越　金
 １，２８８，９９０，０００
諸　収　入
 １１，３６５，８２３
府　　　債
 １，００２，０００，０００
一 般 財 源
 ９，６３５，０８６

京都学・歴彩館整備事
業
（文化政策課）

京都学・歴彩館統合情
報システム整備事業
（文化政策課）
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       １　施策の趣旨等
　国内外の大学・研究機関と連携した京都学の研究推進に向けた気運醸成を図る。

　指標：国際シンポジウムの開催数　　目標：１回　　実績：１回
　指標：連続講座の開催数　　　　　　目標：２回　　実績：２回

２　施策の実施状況
　京都の文化資源などをテーマに国際シンポジウム等を開催したほか、地域の文化資源につ
いて、大学・研究機関と共同で研究を行った。
茨　国際京都学シンポジウム
　　　　場　　所　　　　　　開　催　日　　　　　　　　　　テーマ　　　　　　　　参加者数
　　京都学・歴彩館　　平成２９年３月１９日　　京の武士と町衆―洛中洛外図の時代―　３３０人
芋　大学等との共同研究会の実施　
　ア　平成２８年度研究テーマ「丹波の文化資源」　　参加大学等　　府立大学他９大学
　イ　平成２７年度研究テーマ「洛北の文化資源」について「京都を学ぶセミナー」実施
 （計３回）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　場　　所　　　　　　開　催　日　　参加者数
　よみがえる足もとの歴史
　　―植物園北遺跡にみる賀茂の古代―　　　　京都学・歴彩館　平成２９年１月２７日　１８０人
　賀茂川の水が運ぶ歴史と文化
　　―自然をふたたび文化に、文化をふたたび自然に―
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　京都学・歴彩館　平成２９年２月１０日　１６９
　上賀茂神社の江戸時代①
　　―賀茂の葵と徳川綱吉―　　　　　　　　　京都学・歴彩館　平成２９年３月１０日　１４９
鰯　京都学講座（２回シリーズ）「古代文化の道～海を行き交う人・物・情報～」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　場　　所　　　　　　開　催　日　　参加者数
　古代日本における海の道
　　―「神宿る島」宗像・沖ノ島を中心に―　　ウイングス京都　平成２８年６月１８日　２７０人
　本草の来た道

　　―日本古代の医学・薬学―　　　　　　　　 　平成２８年９月３日　２１０

３　執　　行　　額　　　　　　　　　　　　 １０，１０１，４２４円　　　　

       １　施策の趣旨等
　京都学・歴彩館統合情報システムにおいて、貴重資料等の保全と一層の公開・活用を行う
ため、京都学・歴彩館等が所蔵する資料のデジタル化を図る。

２　施策の実施状況

国際京都学センター事
業
（文化政策課）

教養教育共同化
施設

京都の記憶遺産デジタ
ルアーカイブ事業
（文化政策課）



―２９―

　貴重書等のデジタル画像化
　京都学・歴彩館所蔵　三才図会、大句数、花伝書、隨心院文書、禅定寺文書等

３　執　　行　　額　　　　　　　　　　　　　 ３４，８０３，０８３円　　　　
 （委託料）　　　　　

       １　施策の趣旨等
　京都学・歴彩館に設置する大型書架等を整備する。

２　施策の実施状況
　電動式集密書架等収蔵設備、展示ケース等を整備した。

３　執　　行　　額　　　　　　　　　　 　１，４５５，２４５，８７６円　　　　
 （うち備品購入費　１，１６０，６８３，７７２円）

       １　施策の趣旨等
　京都学・歴彩館と周辺施設との連携・交流のため、広場及びプロムナードを整備する。

２　施策の実施状況
　各施設・エリアを文化・芸術でつなぐ整備コンセプトについて検討を行った。

３　執　　行　　額　　　　　　　　　 　７，０５３，４００円　　　　
 （委託料）　　　　　

       １　施策の趣旨等
　旧総合資料館の跡地活用など北山未来構想の策定に向けた調査・検討を実施する。

２　施策の実施状況
　文化芸術、経営、都市計画等の幅広い分野の有識者で構成する「総合資料館跡地活用等委
員会」（「北山文化環境ゾーン未来構想委員会」を再編）を設置し、基本構想策定に向けた検
討を行った。

３　執　　行　　額　　　　　　　　　　　　 ７９０，６９９円　　　　

       １　施策の趣旨等
　京都学・歴彩館の開館・運営に備え、国宝・重要文化財等の資料・図書及び一般備品の移
転を実施する。

京都学・歴彩館設備整
備事業
（文化政策課）

北山文化環境ゾーン広
場・プロムナード整備
事業
（文化政策課）

北山文化環境ゾーン未
来づくり推進事業
（文化政策課）

京都学・歴彩館開設準
備費
（文化政策課）
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２　施策の実施状況
　国宝・重要文化財等の資料・図書及び一般備品の移転を実施した。

３　執　　行　　額　　　　　　　　　　 １６６，４３１，２３５円　　　　

 

         １　施策の趣旨等
　植物園の持つ四季折々の魅力を更に向上させ、より多くの府民に親しんでいただく憩いの
場を提供する。

　指標：植物園入園者数
　共通目標：９０万人　　実績：８４万１７６人
　　※植物園魅力創出事業と共通の目標

２　施策の実施状況
　次の施策を実施することにより、四季を通じた植物園の魅力の向上を図り、年間入園者数
は８４万１７６人となった。
茨　春　　「桜」のライトアップ
　　　　　　開催期間　平成２８年３月２５日～４月１０日
　　　　　　入園者数　約２３，０００人
芋　夏　　早朝開園・夕涼み開園
　　　　　　開催期間　平成２８年７月１６日～８月１４日（早朝）
　　　　　　　　　　　平成２８年８月１２日～８月２１日（夕涼み）
　　　　　　入園者数　約６，５００人
鰯　秋　　名月観賞の夕べ
　　　　　　開催期間　平成２８年９月１５日
　　　　　　入園者数　約６，０００人
　　　　　秋の植物園フェスタ（植物クラフト体験、植物園マルシェ等）
　　　　　　開催期間　平成２８年１１月１９日、２０日
　　　　　　入園者数　約７，７００人
允　冬　　観覧温室の夜間開園とクリスマスイルミネーション
　　　　　　開催期間　平成２８年１２月１６日～２５日
　　　　　　入園者数　約１８，２００人
印　早春　早春の草花展
　　　　　　開催期間　平成２９年２月１０日～３月２０日
　　　　　　入園者数　約３９，０００人

１２　植 物 園 費
（Ｐ７６）

４３，２５４，０００
（５６４，０１８，０００）

４３，２５４，０００
（５６２，８４３，１８１）
決算額の財源
内訳
国庫支出金
 ３，９９２，１９２
財 産 収 入
 ６，０００，０００
繰　入　金
 ６，５００，０００
繰　越　金
 ５，２５４，０００
府　　　債
 ２１，０００，０００
一 般 財 源
 ５０７，８０８

四季の彩り事業
（文化政策課）



―３１―

３　執　　行　　額　　　　　　　　　　　 　１０，０００，０００円　　　　

 （うち  

       １　施策の趣旨等
　「日本一おもしろい、心やすらぐ植物園」をコンセプトに、植物園の魅力向上に向けた基盤
的施設等の整備を行う。

　指標：植物園入園者数
　共通目標：９０万人　　実績：８４万１７６人
　　※四季の彩り事業と共通の目標

２　施策の実施状況
　北泉門及び関連園路の整備を実施した。

３　執　　行　　額　　　　　　　 　３２，２５４，０００円　　　　
 （工事請負費）　　　　

       １　施策の趣旨等
　「北山文化環境ゾーン交流連携会議（北山ぱーとなーず）」の構成メンバー（各施設、大学、
地元団体等）が連携協力して、北山文化環境ゾーンの魅力を発信する。

　指標：関連イベント等への参加者数　　　目標：２，０００人　　　実績：約２，８００人

２　施策の実施状況
茨　北山の未来を考える「北山デザイン企画会議」の開催
　　北山地域の魅力向上・活性化に係る先進事例調査、検討を実施
芋　一体的なエリア情報発信
　ア　ＳＮＳの活用やイラストマップ、ＰＲ映像作品の作成
　イ　「北山スタンプラリー」開催
　　　　　　　開　催　日　　　　　　　　　　　　　参加者数
　　　平成２８年１０月２９日～１１月２７日　　　　　　　　約２，８００人

３　執　　行　　額　　　　　　　　　　　　　　　　　　 １，０００，０００円　　　　
 （負担金）　　　　　

委託料　　　３，４００，０００円
工事請負費　６，６００，０００ ）

植物園魅力創出事業
（文化政策課）

北山文化環境ゾーン連
携促進事業
（文化政策課）
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         １　施策の趣旨等
　学術上又は文化的価値の高い貴重な文化財の保全を図るため、「文化財を守り伝える京都
府基金」への寄附金等を活用しながら、未指定文化財を含む文化財の保存、修理、防災対策
等を総合的に推進する。

　指標：「文化財を守り伝える京都府基金」への寄附金額
　目標：５０，０００，０００円　　実績：１４，３３６，１２０円

２　施策の実施状況
茨　文化財を守り伝える京都府基金事業
　　　　　　　　事　　業　　内　　容　　　　　　　　　件数　　　補　助　金
　　歴史的建造物など文化財（有形）の保存・修理事業　　４件　　　４，５９９，０００円
　　地震・火災等から文化財（有形）を守る事業　　　　　３　　 ２，０１４，０００　　　　　
　　文化財保護のこころを育む事業　　　　　　　　　　　２　　 ２，３４８，０００　　　　　
　　文化レジリエンス事業　　　　　　　　　　　　　　　２　　　 １，７４９，０００　　　　　
芋　未指定文化財の保全
　　　　　　　　事　　業　　内　　容　　　　　　　　　件数　　　補　助　金
　　防災防犯設備の整備又は保存施設の修理　　　　　　　１７件　　　 ８，６６４，０００円　　　　
　　建造物の補修　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２８　　　 ２９，０２５，０００　　　　　
　　美術工芸品の補修　　　　　　　　　　　　　　　　　４３　　 　２０，５４７，０００　　　　　
　　有形民俗文化資料の保全等　　　　　　　　　　　　　１０　　 　２，５３４，０００　　　　　
　　無形民俗文化資料の保全等　　　　　　　　　　　　　２１　　 　２，７７５，０００　　　　　
　　天然記念物の保全　　　　　　　　　　　　　　　　　１　　 　　１４２，０００　　　　　
　　その他　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２　　　 　２６８，０００　　　　　
鰯　選定委員会の開催等
　文化財を守り伝える京都府基金事業の選定委員会を開催するとともに、ＰＲリーフレッ
トを作成し、寄附の呼びかけに関する広報活動を行った。
　　　寄付金額　２６６件　１４，３３６，１２０円

３　執　　行　　額　　　　　　　　　　　　　　　 ７６，１６６，９８２円　　　　
 （うち補助金　７４，６６５，０００円）　

       １　施策の趣旨等
　祇園祭山鉾懸装品のうち、損傷が著しく、保存を要するものについて、これらの代替品と
して現代の意匠・染織技術の粋を集めた文化的価値の高い懸装品の新調を行う保存団体等を
支援する。

２　施策の実施状況

１６　諸　　　　　　費
（Ｐ７８）

９８，６９２，０００
（２，５２７，９３８，０００）

９１，４６６，９８２
（２，４９６，６２６，３０９）
決算額の財源
内訳
財 産 収 入
 ５，０００，０００
寄　附　金
 ３００，０００
繰　入　金
 ８４，６６５，０００
一 般 財 源
 １，５０１，９８２

こころのふるさと京都
の文化財保護事業

（文 教 課）

祇園祭山鉾懸装品新調
事業

（文 教 課）



―３３―

　公益財団法人放下鉾保存会ほか３団体に対し支援を行い、祇園祭山鉾懸装品の保全を図っ
た。

３　執　　行　　額　　　　　　　　　　　　　 　１５，０００，０００円　　　　
 （補助金）　　　　　

       １　施策の趣旨等
　企業版ふるさと納税制度を活用し、地域創生につながる文化財の保護対策を推進する。

２　施策の実施状況
　宗教法人興聖寺及び宗教法人賀茂御祖神社に対し支援を行い、文化財の保護を実施した。

３　執　　行　　額　　　　　　　　　　　　 ３００，０００円　　　　
 （補助金）　　　　　

 

 ２　企　　　画　　　費

         １　施策の趣旨等
　関西広域連合は、平成２２年１２月１日に関西の２府５県（滋賀県、京都府、大阪府、兵庫県、
和歌山県、鳥取県、徳島県）が結集し、複数府県で構成される全国初の広域連合として設立
され、平成２４年から４政令市（京都市、大阪市、堺市、神戸市）、平成２７年１２月から奈良県も
新たに加わった。
　その運営に要する経費に対して分担金を支出することにより、広域的な課題に取り組み、
住民の安心・安全を守り、関西を活性化する広域行政の推進を図る。

２　施策の実施状況
茨　広域連合議会等の開催
　　広域連合議会の開催　　　　　　　　　　　　　　　　　　４回
　　広域連合議会総務常任委員会の開催　　　　　　　　　　　３
　　広域連合議会防災医療常任委員会の開催　　　　　　　　　２
　　広域連合議会産業環境常任委員会の開催　　　　　　　　　３
　　広域連合委員会の開催　　　　　　　　　　　　　　　　　１２
　　広域連合協議会の開催　　　　　　　　　　　　　　　　　２
芋　広域連合の事業分野
　防災、観光・文化・スポーツ振興、産業振興、医療、環境保全、資格試験・免許等、職
員研修の７分野の各事業及び広域行政の推進に係る基本的な政策の企画調整を実施

３　執　　行　　額　　　　　　　　　　　 １１４，８８３，０００円　　　　
 （負担金）　　　　　　

文化レジリエンス事業
（文 教 課）

１　企画総務費
（Ｐ８０）

１１４，８８３，０００
（１，２２４，５１４，０００）

１１４，８８３，０００
（１，２２１，０３０，７６９）
決算額の財源
内訳
一 般 財 源
 １１４，８８３，０００

関西広域連合分担金
（戦略企画課）
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         １　施策の趣旨等
　全国育樹祭や京都丹波高原国定公園の新規指定を契機として、府中部地域を「森」をテー
マに、森の恵みを活かした食や伝統文化、産業など森に包まれた魅力ある暮らし方を発信し、
多角的に活かす地域とするための地域振興の取組を推進する。

　指標：各市町のマスタープランに基づいた「森の京都」エリアの戦略拠点における取組の
具体化

　実績：各市町の戦略拠点における取組に対する専門家の派遣、ワークショップの実施等
　　　　（１５１回）

２　施策の実施状況
　「森の京都」づくりを推進するため、地域資源の掘り起こしや体験プログラムの開発等をは
じめとする地域づくりの支援を実施した。

３　執　　行　　額　　　　　　　　　 ９，９９３，６００円　　　　
 （委託料）　　　　　

       １　施策の趣旨等
　日本茶文化を創造してきた「宇治茶」や茶畑景観等の山城地域の価値を再認識し、さらに
磨きをかけ、世界に発信することにより、多くの人が訪れる大交流圏を創出するための地域
振興の取組を推進する。

　目標：「お茶の京都」エリア全市町村でのターゲットイヤーに向けた取組の具体化
　実績：市町村のマスタープランに基づいた市町村エリアイベント等の計画策定（１２市町村）

２　施策の実施状況
　「お茶の京都」づくりを推進するため、地域資源の掘り起こしや体験プログラムの開発等を
はじめとする地域づくりの支援を実施した。

３　執　　行　　額　　　　　　　　　　　　 ９，９７９，２００円　　　　
 （委託料）　　　　　

       １　施策の趣旨等
　各市町のマスタープランに基づいた「森の京都」の取組を支援し、戦略拠点の魅力向上と
誘客促進を図る。

　目標：戦略拠点での受入体制の強化や「森の京都博」を盛り上げる市町イベントなど関連
事業を支援

２　計画調査費
（Ｐ８０）

１，０７６，６００，０００
（３，０２６，５７７，０００）
翌年度への繰越
事業費繰越額
 ８，３４９，０００
民間活力活用型
クラスター開発　 　　　　　　　 検討費

兼
献
献
験　
　
 

券
献
献
鹸　
　
 

１，０３１，９０９，４３３
（２，９４３，４１２，２８４）
決算額の財源
内訳
国庫支出金
 ５９７，９４３，６３３
繰　越　金
 ３８，５５５，０００
府　　　債
 ２０５，０００，０００
一 般 財 源
 １９０，４１０，８００

「森の京都」推進事業
（企画理事付）

「お茶の京都」推進事
業
（企画理事付）

「森の京都」市町村支
援強化事業
（企画理事付）
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　実績：「森の京都博」関連イベントの開催等３７事業の支援を実施

２　施策の実施状況
　各市町がマスタープランに基づき実施する「森の京都」関連事業に対して補助を実施し、
「森の京都」の取組を推進した。

３　執　　行　　額　　　　　　　 　３０，０００，０００円　　　　
 （補助金）　　　　　

       １　施策の趣旨等
　平成２９年度の「お茶の京都」のターゲットイヤーに向けて、各市町村のマスタープランに
基づいた「お茶の京都」の取組を支援し、戦略拠点の魅力向上と誘客促進を図る。

　目標：戦略拠点での受入体制の強化や「お茶の京都」を盛り上げる市町村イベントなど関
連事業を支援

　実績：戦略拠点受入体制の整備等２９事業の支援を実施

２　施策の実施状況
　各市町村がマスタープランに基づき実施する「お茶の京都」関連事業に対して補助を実施
し、「お茶の京都」の取組を推進した。

３　執　　行　　額　　　　　　　　　 １７，０７７，０００円　　　　
 （補助金）　　　　　

       １　施策の趣旨等
　宇治茶の価値・魅力を世界に発信することで、多くの人が訪れる大交流圏を形成するため、
集客の見込める大規模な「お茶の京都博」の開催に向け、実施計画策定や事前プロモーショ
ンを実施する。

２　施策の実施状況
　平成２９年度の「お茶の京都」のターゲットイヤーに向けて綿密に準備を進めるため、「お茶
の京都博」実施計画の策定や、開催に向けての事前プロモーション等を実施した。

３　執　　行　　額　　　　　　　 　１４，５００，０００円　　　　
 （うち委託料　１４，３７３，７６０円）　

       １　施策の趣旨等
　市町村が景観形成のための条例や計画等を策定した上で、市町村が実施する市町村施設及
び民間施設を対象とする景観整備事業を支援する。

２　施策の実施状況
　府内各地の豊かな自然環境や歴史・文化等の魅力を引き出す「もうひとつの京都」の取組

「お茶の京都」市町村
支援強化事業
（企画理事付）

「お茶の京都博（仮
称）」開催準備事業
（企画理事付）

「もうひとつの京都」
市町村景観整備支援事
業
（企画理事付）
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を推進し、観光客の更なる誘致に資する景観づくりを促進するため、市町村が実施する魅力
ある景観形成のための景観疎外物の撤去や建築物の外観に係る修繕等を支援した。
　　実施市町村　　　　亀岡市ほか１２市町
　　交付金対象事業　　２５事業

３　執　　行　　額　　　　　　　　 ４９，５６４，０００円　　　　
 （補助金）　　　　　

       １　施策の趣旨等
　宇治茶の歴史・文化・生産・味わい等について、国内外で強力に情報発信し、世界のトッ
プブランドとしての地位を獲得することにより、宇治茶産業とその生産地の振興を目的とし
た宇治茶のプレミアム・ブランド化を図る。

２　施策の実施状況
　宇治茶の高付加価値化への理解を深め、「お茶の最高級は“宇治茶”」との認知を高めるた
め、平成２８年１１月に世界の文化情報発信の中心地でもあるパリにおいて、各界を代表する
方々による宇治茶の愛好・応援のネットワーク組織として『Association de th姦 UJI』を設立し
た。

３　執　　行　　額　　　　　　　　　 ２９，９９７，０００円　　　　
 （委託料）　　　　　

       １　施策の趣旨等
　平成２９年４月からスタートする「お茶の京都博」の開催に向け、多くの人が訪れる大交流
圏を形成するため、首都圏を中心に「お茶の京都」の価値・魅力を発信する。

２　施策の実施状況
　首都圏で「お茶の京都」をＰＲするため、東京丸の内界隈において「お茶壺道中」を開催
し、また、ＴＶの特集番組等を制作した。さらに、キックオフイベントとして桜の季節に三
川合流地域（八幡市）において開催される「さくら茶会」の事前準備等を実施した。

３　執　　行　　額　　　　　　　　　 　５６，０００，０００円　　　　
 （負担金）　　　　　

「もうひとつの京都」
プレミアムブランド戦
略推進事業
（企画理事付）

「お茶の京都博（仮
称）」発信力アップ事業
（企画理事付）
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       １　施策の趣旨等
　「森の京都」エリアの地域全体の力を結集し、豊かな自然や暮らし、歴史・文化、産業等の
森の京都の魅力を全国に発信するイベント「森の京都博」を開催する。

　目標：「森の京都」エリアの交流人口の拡大
　実績：交流型イベント数（年間）　３３２（うち新規７５）
　　　　　　　〃　　　入込客数（年間）　１，４４９，２４０人

２　施策の実施状況
　多様な広報媒体を通じて「森の京都」の魅力を発信するとともに、これまで森の京都エリ
アに足を運んだことのない方々にとって魅力的な交流機会を用意するため、「森の京都博」の
メインイベントであるスプリングフェスやサマーフェス、テイクオフイベント等を実施した。

３　執　　行　　額　　　　　　　　　　 １０６，０００，０００円　　　　
 （負担金）　　　　　　

       １　施策の趣旨等
　地域の総力を結集して観光地域づくりを効果的かつ強力に推進するため、「海の京都」ＤＭＯ
を設立する。

２　施策の実施状況
　「海の京都観光圏」が強固に連携し、地域主導によるブランド観光圏を形成するため、府、
市町が連携して、市町観光協会が統合参画する「一般社団法人京都府北部地域連携都市圏振
興社」（通称「海の京都ＤＭＯ」）を設立した。
　　設　　立　　日　平成２８年６月２９日
　　主たる事務所　京丹後市大宮野口大野２２６（京丹後市大宮庁舎内）

３　執　　行　　額　　　　　　　　　　 　８８，０００，０００円　　　　
 （負担金）　　　　　

       １　施策の趣旨等
　地域の総力を結集して観光地域づくりを効果的かつ強力に推進するため、「森の京都」ＤＭＯ
を設立する。

２　施策の実施状況
　森の京都エリアの美しい自然や豊かな森に育まれた文化・暮らし等の魅力についての情報
発信やニーズが拡大する教育体験旅行の受け入れ体制の整備等を推進するため、府、市町、
関係団体等が連携し、「一般社団法人森の京都地域振興社」（通称「森の京都ＤＭＯ」）を設立
した。
　　設　　立　　日　平成２９年３月２１日
　　主たる事務所　亀岡市追分町谷筋２５‐３０（JR亀岡駅前）

３　執　　行　　額　　　　　　　　　　　　 　２２，５００，０００円　　　　
 （負担金）　　　　　

「森の京都博」開催事
業
（企画理事付）

「海の京都」連携広域
ＤＭＯ設立事業
（企画理事付）

「森の京都」広域ＤＭＯ
設立事業
（企画理事付）
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       １　施策の趣旨等
　地域の総力を結集して観光地域づくりを効果的かつ強力に推進するため、「お茶の京都」
ＤＭＯを設立する。

２　施策の実施状況
　お茶の京都エリアの地域資源の掘り起こしや「お茶の京都博」と連携した旅行商品の造成
による誘客促進、宇治茶等の地域産品のブランド化等を推進するため、府、市町村、関係団
体等が連携し、「一般社団法人京都山城地域振興社」（通称「お茶の京都ＤＭＯ」）を設立し
た。
　　設　　立　　日　平成２９年３月２８日
　　主たる事務所　宇治市宇治乙方７‐８（京阪宇治駅ビル２階）

３　執　　行　　額　　　　　　　　　 ２２，５００，０００円　　　　
 （負担金）　　　　　

       １　施策の趣旨等
　宇治市ウトロ地区について、国・府・宇治市の三者連携により、平成２７年３月に策定され
たウトロ地区小規模改良事業計画に基づき住環境の改善を図る。

　目標：宇治市ウトロ地区の住環境改善
　実績：排水路等の整備、公的住宅第１期棟及び雨水貯留施設の建設着工

２　施策の実施状況
　国・府・宇治市の三者で構成される「ウトロ地区住環境改善検討協議会」における連携の
もと、宇治市が行う排水路等の整備、公的住宅第１期棟及び雨水貯留施設の建設等に要する
経費の一部について助成した。

３　執　　行　　額　　　　　 　７０，００４，０００円　　　　
 （補助金）　　　　　

       １　施策の趣旨等
　文化庁京都移転の決定を受け、オール京都の力を集結して早期移転を実現するために必要
な検討や諸活動を推進する。

２　施策の実施状況
茨　新しい文化行政のあり方に関する検討

「お茶の京都」広域
ＤＭＯ設立事業
（企画理事付）

ウトロ地区住環境改善
事業
（総務調整課）

文化庁京都移転推進事
業

（ ）文化庁移転準備室
文 化 政 策 課
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　　・プロジェクトチーム設置、関西広域連合等関係団体との協議
芋　移転先候補施設等に係るデータ整理
　　・京都府警察本部本館耐震診断調査
鰯　文化庁京都誘致協議会を核とした移転推進活動
　　・文化庁京都移転準備会議及び幹事会　　　　　　　　４回
　　・府主催事業における機運醸成ブース出展　　　　　　　２回

３　執　　行　　額　　　　　　　　 　８，５２３，３５１円　　　　
 （うち委託料　７，７０２，４００円）　

       １　施策の趣旨等
　府域の北から南まで、すべての地域が活力ある「みやこ」として輝くことができる地域づ
くりを進める「みやこ構想」について、情報発信・人づくりなどの横断的なサポート事業を
実施することにより、取組を強化する。

　指標：みやこ構想指標（みやこ構想の進捗状況について各構想ごとに指標を設け、平成２３
年度を基準として指数化したもの）の対前年度プラス成長の実現

　目標：平成２８年度　指数２．５３
　実績：指数２．８６（対前年度０．３３ポイント上昇）

２　施策の実施状況
茨　首都圏での情報発信のための参与の配置等
　　首都圏・海外等への情報発信及び京都府製品・商品の販路開拓等を推進
芋　みやこ構想サポートチームの設置
　食やデザインなど様々な分野の専門家によるサポートチームを設置し、各構想の取組に
対し、専門的見地からのアドバイスを実施

３　執　　行　　額　　　　　　 　５，９５８，１２７円　　　　

       １　施策の趣旨等
　マイナンバーによる情報連携開始に向け、地方自治体からの情報流出を防ぐため、府・市
町村が共同し、より高い水準の情報セキュリティ対策を実施する。

２　施策の実施状況
　高度な情報セキュリティ対策機器を導入するとともに監視体制の強化を行った。

３　執　　行　　額　　　　　　　　　 ３１０，７８０，９８３円　　　　
 （うち委託料　３０９，１１５，５４８円）　

みやこづくり推進事業

（ ）企 画 総 務 課
森づくり推進課

自治体共同セキュリ
ティ強化対策事業
（情報政策課）
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       １　施策の趣旨等
　「明日の京都」長期ビジョン（１０年～２０年後を展望）で描いた府社会の姿を見据え、今後取
り組むべき具体方策や数値目標を盛り込んだ「中期計画」及び４つの広域振興局ごとに地域
の将来像を示した「地域振興計画」の総合的な推進を図る。

２　施策の実施状況
　「明日の京都」の進捗等を踏まえた課題や方向性について助言を得る第三者委員会を運営す
るとともに、目指す社会の実現に府が向かっているかどうかを測るための手段である京都指
標のうち、府民の生活実態や意識について、府民意識調査を実施した。
　　京都府「明日の京都」第三者委員会の開催　２回

３　執　　行　　額　　　　　　　　　　　　　 １５，８９７，３７５円　　　　
 （うち委託料　８，０３８，１４４円）　

       １　施策の趣旨等
　まち・ひと・しごと創生法に基づき、平成２７年１０月に策定した京都府における人口ビジョ
ン及び地域創生戦略のＰＤＣＡサイクルによる検証等を行う。

２　施策の実施状況
　　有識者会議等の開催
　　　京都府地域創生推進会議の開催　　１回
　　府民、大学生等を対象にしたアイデア募集
　　　　　　　　　　　応募　　　　　１，０５７件

３　執　　行　　額　　　　　　　　　　 １，２２４，３２０円　　　　

       １　施策の趣旨等
　京都府地域創生戦略のPDCAサイクルを確立するため、RESASをはじめとするデータに基
づく現状分析等を行い、地域創生に関する施策の企画立案等につなげる。

２　施策の実施状況
茨　RESAS等のデータを活用した地方創生の重要課題に関する現状分析等の実施
　　人口減少対策
　　　地域別流入流出人口と要因など
　　交流人口の拡大による観光振興対策

　海の京都エリアを対象にした主要観光地における季節、平日・休日別滞在人口動向など
　　産業立地対策

「明日の京都」推進事
業

（ ）戦略企画課
計画推進課

京都府地域創生戦略運
営事業
（戦略企画課）

ＲＥＳＡＳ活用事業
（戦略企画課）
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　　　北部工業団地立地企業の就業状況と通勤圏など
　　商店街振興対策
　　　商店街周辺における観光客と滞在人口の移動状況など
芋　RESAS活用研修等の実施
　　市町村職員研修　２回
　　活用マニュアル作成
鰯　RESAS活用の普及啓発
　　大学、高校、商工会等を対象にした出前語らい　３回

３　執　　行　　額　　　　　　　　　　　　　　　　　 １９，９８０，２８１円　　　　
 （委託料）　　　　　

       １　施策の趣旨等
　過疎・高齢化が進む地域のくらしを支える「コミュニティ・コンビニ」（小さな拠点の京都
モデル）を構築する。

２　施策の実施状況
　拠点において地域と企業が連携して行う持続可能な生活サービスの構築と運営のサポート
として「コミュニティ・コンビニ公共員」を配置するとともに、買物等に係る民間事業者の
拠点参画に要する経費への支援を行った。
　運営サポート　２箇所
　民間の参画　　１

３　執　　行　　額　　　　　　　　　　　　 ５，６８７，３５２円　　　　
 （うち補助金　２，１３１，０００円）　

         １　施策の趣旨等
　和食のユネスコ無形文化遺産登録を踏まえ、オール京都で和食文化の保護等に取り組む体
制のもとで、和食文化の保護・継承・発展を推進する。

２　施策の実施状況
　京都に集積する和食文化に関連する団体等の取組を促進し、オール京都で和食文化の保
護・継承・発展等に取り組むため、「京都・和食文化推進会議」において和食文化の推進に貢
献した個人、団体を表彰した。
　会　員　数　２６９団体・人
　表彰者数　和食文化京都大賞１件、京都和食文化賞１１件

３　執　　行　　額　　　　　　　　　　　　 　８４０，７７９円　　　　

「コミュニティ・コン
ビニ」整備事業
（計画推進課）

京都・和食文化推進会
議運営事業
（文化交流事業課）
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       １　施策の趣旨等
　京都の活性化を推進するため、京都に学ぶ学生たちが力を合わせ、行政、経済界、地域と
幅広く連携しながら、京都の学生文化や学生の熱気あふれる大学のまちを全国に発信する
「京都学生祭典」の開催を支援するため、第１４回京都学生祭典実行委員会に対して助成する。

　　指　標　　　　　　　　　　目　標　　　　　　　　　　　実　績
　京都学生祭典参加学生数　　　１，７００人（平成３０年度）　　　１，４２４人
　地域での交流活動回数　　　　　７５０回（平成３０年度）　　　　４５６回

２　施策の実施状況
　産学公連携のもと、京都の学生たちが中心となり第１４回京都学生祭典が開催され、１０月の
本祭と地域活性プロジェクトとして伏見（伏見大手筋商店街、伏見港公園）と出町柳（出町
桝形商店街、鴨川公園周辺）で実施した「京都学生祭典プレイベント」や府立植物園でのお
どり披露など広報企画を含めて約１６万人の来場者を集めるなど、京都のまちに賑わいを創
り、活性化に寄与した。
　　　　　　　　　　　　　　　開　催　日　　　　　会　場　　　　　　　　　来場者数
本祭　　　　　　　　　　　　平成２８年１０月９日　平安神宮・岡崎周辺　 　　　約１２７，０００人

プレイベントin伏見　　　 　平成２８年５月２１日　 　　約１６，９００　

プレイベントin出町柳　　　   平成２８年７月９日　 　　　約３，３００　

おどり広報企画（９月以降） 平成２８年９月１５日　 　　　約６，０００　

　　　　　　　　　　　　　　平成２８年９月２２日　伏見稲荷大社　　　　　　　 約５００　
　　　　　　　　　　　　　　平成２８年９月２４日　二条城　　　　　　　　　　 約２００　
　　　　　　　　　　　　　　平成２８年９月２４日　清水寺　　　　　　　　　　 約３００　
　　　　　　　　　　　　　　平成２８年９月２５日　西京区ギネスイベント　　 約４，０００　

企画参加者数　　　　　　　　　大学　　短期大学　専修学校　　学生数
実行委員数　　　　　　　　　　　２３　　　―　　　　―　　　　２３３人
「京炎そでふれ！」おどり手　　　２３　　　１　　　　―　　　　９５７
短期ボランティアスタッフ　　　　４１　　　１　　　　３　　　　２３４
　　　計　　　　　　　　　　　　４８　　　１　　　　３　　　１，４２４

３　執　　行　　額　　　　　　　　　　　 ５，５００，０００円　　　　
 （補助金）　　　　　

       １　施策の趣旨等
　大学等が市町村と連携し、当該市町村をフィールドとして取り組む大学等の授業や研究活
動等のプロジェクトを支援することにより、京都全体をキャンパス化し、地域や企業と結び

京都学生祭典開催助成
事業
（大学政策課）

伏見港公園・伏見大手筋商
店街
出町桝形商店街・鴨川公園
周辺
府立植物園（名月観賞の夕
べ）

 １ まち １ キャンパス事
ひと ひと

業
（大学政策課）



―４３―

付いた教育環境を整備する。

　　指　標　　　　　　　　　　　　　目　標　　　　　　　　実　績
　大学と市町村との連携事業数　　１５プロジェクト　　　　１５プロジェクト

２　施策の実施状況
茨　大学・地域連携プロジェクトへの助成
　　大学名　　　　　プロジェクト数　　連携市町村名　　　　　　　　補助金
　　京都大学　　　　　　　　３　　　　　宮　津　市　　　　　　　　　３００，０００円
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　木津川市　　　　　　　　２，０００，０００
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　南　丹　市　　　　　　　　　６７６，０００
　　京都教育大学　　　　　　１　　　　　笠　置　町　　　　　　　　　２７４，０００
　　福知山公立大学　　　　　３　　　　　与謝野町　　　 　　　　１９７，０００　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　福知山市　 　　　　　　　１，９０７，０００　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　舞　鶴　市　　　　　　 　　９９，０００　　　　　
　　立命館大学　　　　　　　１　　　　　南　丹　市　　 　　　　　　１，９１４，０００　　　　　
　　龍谷大学　　　　　　　　１　　　　　福知山市　　　　　　 １，２５４，０００　　　　　
　　龍谷大学他１１大学　　　　１　　　　　京丹後市　　　　　　 １，７４７，０００　　　　　
　　龍谷大学他２大学　　　　１　　　　　亀　岡　市　　　　　 　１，８５０，０００　　　　　
　　京都産業大学　　　　　　１　　　　　綾　部　市　　　　 　　　１５０，０００　　　　　
　　京都文教大学　　　　　　１　　　　　宇　治　市　　　　 　　　６５０，０００　　　　　
　　関西大学　　　　　　　　２　　　　　京丹波町　　　　　　 　　　１００，０００　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　八　幡　市　　　　 　１，４００，０００　　　　　
　　　　計　　　　　　　　　　　１５　　　　　　　　　　　　 　１４，５１８，０００　　　　　
芋　市町村大学生等受入施設整備への助成
　　市町村名　　事業対象施設名　　　事業内容　　　　 　　　　補助金　　　　　
　　南　丹　市　　旧五ヶ荘小学校　管理棟改修工事等　　 　　２，０００，０００円　　　　
　　福知山市　　三和荘　　　　　無線インターネット通信環境整備 　２９７，０００　　　　　
　　　　計　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２，２９７，０００

３　執　　行　　額　　　　　　　　　　　　　 １６，８１５，０００円　　　　
 （補助金）　　　　　

         １　施策の趣旨等
　けいはんな学研都市において、世界に先駆けて科学技術によるスマートな暮らしの実現に
向け、ＩＣＴを活用した「エネルギー自給型の持続可能な都市づくり」を、産学公住が一体
となって推進する。

　指標：けいはんなスマートラボ倶楽部への参画機関数

けいはんな　 ｅ ２　未来都
イイ

市創造推進事業

（ ）文化学術研究
都市推進課
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      　　目標：３０機関　　実績：３１機関

２　施策の実施状況
　けいはんな学研都市の立地機関等のスマート化や未来都市の発信を推進するため、公益財
団法人関西文化学術研究都市推進機構が実施する事業に対して助成した。
茨　けいはんな立地施設スマート化推進事業
　けいはんなに立地する研究機関のスマートビル化等を推進する「スマートラボ倶楽部」
による、先進事例の視察会等を実施
芋　未来都市体感・情報発信事業
　エネルギー未来都市の全体像や、関連する京都府の取組等をわかりやすくアピールする
ため、「次世代エネルギー・社会システム実証プロジェクト」の成果などを展示する「けい
はんな　ｅ２　未来スクエア」等による情報発信の実施　　　　　　　　　　　　

　　　けいはんな学研都市への視察の受入　　来場者　　　１１５件
　　　けいはんな　ｅ２　未来スクエアの運営　 約１，８００人　　　　　　　　　　　　
　　　環境学習会の開催　　　　　　　　　　参加者　〃　７５０人

３　執　　行　　額　　　　　　　　　　　　　　　　 　１４，４４０，０００円　　　　
 （補助金）　　　　　

       １　施策の趣旨等
　ＩＣＴや環境・エネルギーなどスマートシティに関する多面的な産業の知見や技術に関す
る国際会議をけいはんな学研都市等で継続的に実施し、国際的なビジネス交流を促進すると
ともに、学研都市を内外に広く発信する。

　指標：スマートシティエキスポへの参加者数
　目標：１０，０００人　　実績：約１０，２００人

２　施策の実施状況
　京都企業等の技術ＰＲやビジネス交流等を促進・支援するため、「京都スマートシティエキ
スポ２０１６・国際シンポジウム」を開催した。
　開催期間　平成２８年６月１日～３日
　開催場所　国立京都国際会館、けいはんなオープンイノベーションセンター
　テ ー マ　「安寧で持続的な未来を創る地域と産業」
　内　　容　国際シンポジウム、スマートシティメッセ
　参加者数　国内・海外合わせて約１０，２００人（うち海外２８ヵ国から約４７０人）

３　執　　行　　額　　　　　　　　　　　 　３２，７４５，７６５円　　　　
  （うち負担金　２８，８００，１１２円）　

京都スマートシティエ
キスポ２０１６・国際シン
ポジウム開催事業

（ ）文化学術研究
都市推進課
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       １　施策の趣旨等
　けいはんな学研都市に国際会議や学会等を誘致し、国際的な研究交流やビジネス交流を促
進するためのプロモーション活動等を展開する。

　指標：国際会議への参加者数　　目標：１２０人　　実績：約１５０人

２　施策の実施状況
　「けいはんなコンベンション誘致推進協議会」によるプロモーション活動を展開し、けいは
んな学研都市へのコンベンション誘致を促進した。
　誘致会議　　「ＡＰＥＣＴＥＬ５４」（アジア太平洋経済協力　電気通信・情報作業部会　　
　　　　　　　第５４回会議）
　参加人数　　約１５０人

３　執　　行　　額　　　　　　　　　　　 １１，５６０，０００円　　　　
 （負担金）　　　　　

       １　施策の趣旨等
　けいはんな学研都市において、ＩＣＴ等を活用した新公共交通システムの導入を促進する
ことにより、公共交通への誘導による低炭素の街づくりを推進するとともに、精華・西木津
地区の就業者増加に伴う道路交通の渋滞緩和を図り、交通ネットワークの円滑化を推進する。

２　施策の実施状況
　地球に優しいスマートなモビリティシステムを構築するため、平成２９年度導入予定の「連
節バス」（車両２台分を繋いだ大型バス）の安全運行に必要な、停車予定箇所の府道改良整備
等を実施した。
　整備箇所　１９カ所　

３　執　　行　　額　　　　　　　　　　　 　４４，９９３，１６０円　　　　
 （うち工事請負費　３７，５７８，６００円）

       １　施策の趣旨等
　けいはんな学研都市に集積する企業・研究機関・大学等が核となり、産学・産産連携や研
究成果の共同利用を通じた企業の新製品・サービスの実用化等をサポートする仕組みを構築
することで、府内企業のオープンイノベーション（外部の技術・知識を活用した研究開発）
を促進し、新事業・産業創出を図る。

　指標：けいはんなＲ＆Ｄイノベーションコンソーシアムの参画企業・研究機関数
　目標：６０企業・研究機関　　実績：６９企業・研究機関

２　施策の実施状況
茨　「ＲＤＭＭ支援センター」の設立

　　目　　的　企業や研究機関、大学等の連携を基軸に研究開発から事業化までワンストップ

けいはんなコンベン
ション誘致推進事業

（ ）文化学術研究
都市推進課

けいはんな新公共交通
システム推進事業

（ ）文化学術研究
都市推進課

けいはんな高度イノ
ベーション創出事業

（ ）文化学術研究
都市推進課
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で支援する。
　　機　　能　知財調整・利害調整による産官学連携加速、人材育成・人材交流等
　　活動実績　人材育成プログラムの提供、住民協働プラットフォーム「Clubけいはんな」の

発足（６１１人）
芋　「けいはんなＲ＆Ｄイノベーションコンソーシアム」の組成

　　目　　的　産官学連携、異業種連携プロジェクトをオープンイノベーションを基軸として
推進する。

　　参加企業　６９企業・研究機関
　　機　　能　各種セミナー・ワークショップの開催、新事業創出に向けたワーキング活動
　　活動実績　「農食」「健康」「モビリティ・エネルギー」「新テーマ創出」に関するワーキン

グ活動の実施

３　執　　行　　額　　　　　　　　　　　　　　　 １０，８４８，１４０円　　　　
　　　　　　 （うち負担金９，９００，０００円）　　

 

         １　施策の趣旨等
　交通安全教育・悪質自転車等取締・自転車保険の加入促進を行い、自転車事故の減少を図
る。

　指標：自転車事故発生件数　目標：１，９１６件以下　実績：１，６７８件
　　　　自転車利用者の損害保険等の加入率　目標：７０％以上　実績：６１．７％

２　施策の実施状況
　自転車教室や自転車安全利用推進員講習等を実施し、自転車事故の減少を図った。
茨　スケアードストレイトによる自転車教室と教材用ＤＶＤ作成
　　開催日　平成２８年１０月２６日及び平成２８年１１月７日
　　場　所　城陽高等学校及び北稜高等学校
　　内　容　自転車事故の実演等をする自転車安全教室
　　　　　　ＤＶＤの作成と府立高校への配布
芋　自転車安全利用推進員講習
　　開催日　平成２８年４月７日～平成２９年３月１３日（全４２回）
　　場　所　北稜高等学校ほか
　　参加者　　８９８人（自転車安全利用推進員委嘱数）
鰯　広報啓発活動
　　自転車安全利用推進員と協働した街頭啓発活動等
　　期　間　　平成２８年４月６日～平成２９年３月１３日（全７６回）
允　「自転車利用者の損害賠償責任保険等加入促進連絡会議」の設立と自転車保険加入促進 

３　交通対策費
（Ｐ８２）

１，６９４，３７５，０００
（２，６８３，８５７，０００）
翌年度への繰越
事業費繰越額
 ３９３，７７３，７８８
ＪＲ奈良線複線
化・高速化整備
事業費
 １３，４９９，０００
北近畿タンゴ鉄
道支援費
 ３８，０００，０００
鉄道駅舎バリア
フリー化設備整
備事業費 　 　　　　　　　     １２，６３３，０００
まちづくり一体
型西院駅整備促
進事業費
 ６９，９９６，７８８
鉄道施設耐震強
化事業費
 ３５，０００，０００

 
兼
献
献
献
献
献
献
献
献
献
献
献
献
献
献
献
献
献
献献
献　
　
　

 
券
献
献
献
献
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献
献
献
献
献
献
献
献
献
献
献
献献
献
献　
　
　

１，４９９，３６７，９８４
（２，２２５，１９６，４０５）
決算額の財源
内訳
国庫支出金
 ８９，７３０，２８０
繰　越　金
 １，８０８，０００
繰　入　金
 ６，２５４，６６２
諸　収　入
 １５０，０００
府　　　債
 ７０１，０００，０００
一　般　財　源
 ７００，４２５，０４２

自転車安全利用推進費

（ ）安心・安全まち
づくり推進課



―４７―

       　　キャンペーンの実施
　　設　　　　　　立　平成２８年５月１２日
　　構　　成　　団　　体　保険会社、教育関係者、京都市等１４団体
　　キャンペーン活動　８回

３　執　　行　　額　　　　　　　　　　　 ２，４１９，０４０円　　　　
 （うち委託料　１，４９９，０４０円）　

       １　施策の趣旨等
　ＪＲ奈良線複線化整備に向けた取組を沿線市町と協働して実施し、沿線地域の利便性向上
による地域活性化を図る。

２　施策の実施状況
　複線化・高速化第二期事業に係る複線化本体事業（鉄道施設設計、線増工事及び京都駅構
内改良工事）及び複線化に伴う関連事業（山城多賀駅及び玉水駅）の支援を行った。

３　執　　行　　額　　　　　　　　　 　４３１，５７６，０７９円　　　　
 （補助金）　　　　　　

       １　施策の趣旨等
　上下分離後も継続して安心・安全・快適性を確保するための基盤部分（インフラ）に対す
る支援を北近畿タンゴ鉄道株式会社に行う。

　指標：年間利用人数　目標：２００万人　実績：１８１万人

２　施策の実施状況
茨　基盤管理補助
　基盤部分（線路・電路・車両）の維持管理等に係る経費に対しての支援を行い、安全対
策の向上を図った。
芋　基盤整備補助
　老朽化が著しい特急車両を安心・安全に運行するために必要な改修及び車両デザインの
改修に対しての支援を行った。

３　執　　行　　額　　　　　　　　 ３９２，３５３，０００円　　　　
 （補助金）　　　　　　

       １　施策の趣旨等
　府域における交通拠点となる鉄道駅舎を対象に、バリアフリー化のための整備を行う事業
者に対して助成し、高齢者・障害者等の移動の円滑化を図る。

鉄道設備等安全
性向上事業費 　 　　　　　　　    
 ２２４，６４５，０００

献
献
献
験 　

献
献
献
鹸 　

ＪＲ奈良線複線化・高
速化整備事業
（交通政策課）

北近畿タンゴ鉄道支援
事業
（交通政策課）

鉄道駅舎バリアフリー
化設備整備事業
（交通政策課）
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　指標：３千人／日以上の利用がある駅舎のうち段差解消済の割合
　共通目標※：１００％（平成３２年度まで）　　実績：８８．２％
　　※鉄道駅利便性向上整備事業、まちづくり一体型西院駅整備促進事業と共通の目標

２　施策の実施状況
　施　行　場　所　　　　　　　補　助　金
阪　急　上　桂　駅　　　　　　２８，８５９，０００円
阪 急 松 尾 大 社 駅　　　　　　２１，４６０，０００
阪　急　嵐　山　駅　　　　　　２４，３２３，０００
Ｊ　Ｒ　稲　荷　駅　　　　　　　１，０３７，０００
Ｊ　Ｒ　宇　治　駅　　　　　　　２，１４１，０００
近　鉄　向　島　駅　　　　　　　２，０７５，０００

３　執　　行　　額　　　　　　　　 ７９，８９５，０００円　　　　
 （補助金）　　　　　

       １　施策の趣旨等
　鉄道駅の総合的な改善を行う事業者に対して助成し、鉄道利用旅客の利便性、安全性の向
上等を図る。

　指標：３千人／日以上の利用がある駅舎のうち段差解消済の割合
　共通目標※：１００％（平成３２年度まで）　　実績：８８．２％
　　※鉄道駅舎バリアフリー化設備整備事業、まちづくり一体型西院駅整備促進事業と共通

の目標

２　施策の実施状況
　施　行　場　所　　　　　　　補　助　金
京　阪　深　草　駅　　　　　　２４，４５２，６５１円
阪急／京福西院駅　　　　　　１３９，５６８，２３５

３　執　　行　　額　　　　　　　　　　　 １６４，０２０，８８６円　　　　
 （補助金）　　　　　　

       １　施策の趣旨等
　生活支援機能施設（保育施設等）を併設した阪急・京福西院駅駅舎の総合的な改善事業に
対して支援し、鉄道利用旅客の利便性、安全性の向上等を図る。

　指標：３千人／日以上の利用がある駅舎のうち段差解消済の割合

鉄道駅利便性向上整備
事業
（交通政策課）

まちづくり一体型西院
駅整備促進事業
（交通政策課）



―４９―

　共通目標※：１００％（平成３２年度まで）　　実績：８８．２％
　　※鉄道駅舎バリアフリー化設備整備事業、鉄道駅利便性向上整備事業と共通の目標

２　施策の実施状況
施　行　場　所　　　　　　　　補　助　金
阪急／京福西院駅　　　　　　　３０，００３，２１２円

３　執　　行　　額　　　　　　　　　　　　　　 　３０，００３，２１２円　　　　
 （補助金）　　　　　

       １　施策の趣旨等
　過疎地域等における住民の交通確保を図るとともに、便利で使いやすい生活交通ネット
ワークの構築に向け、利用者・交通事業者・市町村・府等が協働し、利用者の視点に立った
公共交通の改善を図る。

２　施策の実施状況
茨　路線維持対策等補助事業
　生活交通バス路線及び市町村運行確保バス等に対して助成し、生活交通の維持確保を図っ
た。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　補 助 金　　　　　　
　・路線維持対策補助金　　　　　　　　　　１１４路線　　３１８，８５７，０００円
　・車両購入費等補助金　　　　　　　　　　３７両　　　　５１，５６６，０００
　・バスカードシステム整備費補助金　　　　３社　　　　４，２９７，０００
　・効率的バス運行調査検討費補助金　　　　２市　　　　３，４３６，０００
芋　便利で使いやすい生活交通ネットワークの構築支援事業
　交通事業者や市町村等との連携のもと、生活交通対策地域協議会や市町村が開催する地
域公共交通会議などへの参画を通じて、利用促進策の検討やダイヤ、停留所、運行情報等
の交通システムの改善を進めた。

３　執　　行　　額　　　　　　　　　　　　　 ３７８，６８６，２２８円　　　　
 （うち補助金　３７８，１５６，０００円）　

       １　施策の趣旨等
　まちづくり、暮らし及び地球温暖化対策などの観点を踏まえ、過度な自動車利用を抑制し、
公共交通機関への利用転換を促進するとともに、地域公共交通の活性化等を通じ、地域力の
再生に資する交通施策を総合的に推進する。

２　施策の実施状況
茨　モビリティ・マネジメント（ＭＭ）事業
　通勤等での自動車利用への依存度が高い地域において、公共交通利用への転換を促す取組

生活交通ネットワーク
構築支援事業
（交通政策課）

公共交通ネットワーク
活性化事業
（交通政策課）
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等を実施した。
　　　実施区分　　　　　　　実施内容　　　　　　　　　　実　　績　　　　　　

・学校向けＭＭ　  　 

　 　　運転免許更新時に情報提供　　　　約３０万人

芋　乗り継ぎ情報等発信事業
　バスと鉄道との乗り継ぎ情報や運行ルート、ダイヤ情報等について、ＩＣＴ等を活用した
わかりやすい情報発信に要する経費を助成し、利用環境の向上を図った。

３　執　　行　　額　　　　　　　　　　　　 ４，３２７，０００円　　　　
 （うち補助金　３，９２７，０００円）　

       １　施策の趣旨等
　府民の日常生活の足である「鉄道・バス」を基軸とした計画の策定や新しい交通システム
の実証等を実施することにより、持続可能な公共交通ネットワークの再構築を図る。

２　施策の実施状況
茨　駅再生プロジェクト推進事業
　地域住民の移動手段である公共交通の維持及び改善を図るため、鉄道の駅及び駅周辺の
賑わいの創出と公共交通の利用促進による地域の活性化にまちづくりの視点から取り組む
市町村に支援を行った。

　施　行　場　所　　　　　　実　施　内　容　　　　　　　　　　補　助　金
久 美 浜 駅 　　駅前交流広場の整備、トイレ改修　等 ４，５００，０００円　　　　
丹　後　由　良　駅　　観光案内の整備、駅舎内の整備　等 　　　２，０００，０００　　　　　
芋　中山間地域公共交通ＩＣＴ活用事業
　中山間地域等において既存の移動手段とＩＣＴを効果的に活用し、地域特性にマッチし
た新しい交通システムを構築をするため、「お出かけ情報」の配信や相楽東部広域バス等の
実証実験を実施し、その効果を検証した。

３　執　　行　　額　　　　　　　　　　　　 　１５，０４９，２８０円　　　　

 （うち  　

兼
牽
験

　「バス・エコファミリー」の実施
出前授業の実施

１０日間（府内２２市町及び高浜町、篠
山市のバス）
３小学校（福知山市ほか１市１町）

・かしこいクル
マの使い方の
情報提供

地域公共交通網再構築
事業
（交通政策課）

委託料　８，５４９，２８０円
補助金　６，５００，０００　）



―５１―

       １　施策の趣旨等
　北陸新幹線敦賀～大阪間について、京都府にとって、より多くの効果がもたらされるよう
な方策を検討するとともに、ルート決定後の京都府内における課題を整理する。

２　施策の実施状況
　ルート選定に係る検討状況について情報収集するとともに、小浜舞鶴京都ルート（学研都
市経由）の経済波及効果を算出した。

３　執　　行　　額　　　　　　　　 １，０３８，２５９円　　　　

 

         １　施策の趣旨等
　高齢者が地域の介護・福祉・子育て等の担い手として活躍できる仕組みを構築するため
「地域担い手会議」を開催し、社会参加に意欲的な高齢者が地域で活躍できるよう支援する。

２　施策の実施状況
　山城南保健所、丹後保健所において圏域単位の「地域担い手会議」を開催し、社会参加の
ニーズや人材の受け皿の把握を行い、公益財団法人京都ＳＫＹセンター等で実施する研修内
容に反映させることで、地域のニーズに合った担い手の養成を行った。

３　執　　行　　額　　　　　　　　　　 １，３１８，２５０円　　　　

 

         １　施策の趣旨等
　女性を中心とする幅広い府民の参画と協力のもと、「ＫＹＯのあけぼのフェスティバル」を
開催することで、男女共同参画社会の実現に向け、気運の醸成と府民の理解促進を図る。

　指標：男女共同参画事業の男性の参加者割合
　目標：３４％　実績：３４．１％

２　施策の実施状況
茨　ＫＹＯのあけぼのフェスティバル
　　男女共同参画に関するフォーラム等を開催し、男女共同参画への理解を広めた。
　　開催日　平成２８年１０月２９日
　　場　所　京都府民総合交流プラザ
　　来場者　約１，５００人
芋　女性顕彰事業
　女性の一層の能力発揮を促すため、ＫＹＯのあけぼのフェスティバルにおいて各分野で

北陸新幹線推進事業
（交通政策課）

４　長寿社会政
　　　策推進費
（Ｐ８２）

１，５００，０００
（１１３，８６３，０００）

１，３１８，２５０
（１１１，９６０，７６８）
決算額の財源
内訳
一 般 財 源
 １，３１８，２５０

高齢者輝き地域担い手
会議事業
（高齢者支援課）

５　男女共同参
　　　画推進費
（Ｐ８２）

１４１，２７２，０００
（１８６，６７０，０００）

１４０，５３６，１８２
（１８５，６０５，６１８）
決算額の財源
内訳
国庫支出金
 ４５，４５６，０００
一 般 財 源
 ９５，０８０，１８２

ＫＹＯのあけぼのフェ
スティバル開催事業
（男女共同参画課）
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活躍している府内の女性１団体及び４人に「京都府あけぼの賞」を贈り、その功績を顕彰
した。

３　執　　行　　額　　　　　　　　　 　　３，９９９，９７５円　　　　
 （うち補助金３，０００，０００円）　

       １　施策の趣旨等
　ドメスティック・バイオレンスについて、広く府民への意識啓発を行うことで、被害者支
援や防止を図る。

　指標：自立支援計画を策定（概ね２週間以上の家庭支援総合センター入所者）し継続的に
支援する者

　目標：５０件　実績：４３件

２　施策の実施状況
　ＤＶに関する講座の開催やグループカウンセリング等を実施し、被害者支援や被害の未然
防止を図った。
茨　ＤＶ一般啓発講座
　　「ＤＶを考えるつどい」を開催し、ドメスティック・バイオレンス根絶の気運を醸成した。
　　講座数　２回
　　場　所　峰山高等学校弥栄分校（京丹後市）
　　いづみ人権交流センター（井手町）
　　受講者　延べ１３４人
芋　自立支援グループカウンセリング
　自立支援の一環として、ＤＶ被害者同士が体験を共有しつつ専門のカウンセラーの援助
を受けるグループカウンセリング等を実施した。
　　参加者　延べ８８人

３　執　　行　　額　　　　　　　　　 　１，５５２，９８８円　　　　

       １　施策の趣旨等
　再就職に向けたカウンセリング、職業紹介及び保育情報の提供等を行う「マザーズジョブ
カフェ」を運営するとともに、「北京都ジョブパークマザーズジョブカフェ」での相談等によ
り、子育てしながら働きたい女性やひとり親家庭の方などのニーズに応じて、子育てと就業
をワンストップで支援する。

　指標：相談者のうち、就職した人数

ドメスティック・バイ
オレンス対策事業
（男女共同参画課）

マザーズジョブカフェ
推進事業
（男女共同参画課）



―５３―

　目標：１，２００人　実績：１，４５４人

２　施策の実施状況
茨　利用状況・就職内定者数
　　延べ相談者数　　１７，４７４人（１日平均　５９人）
　　延べ利用者数　　２７，８４０
　　就職内定者数　　　１，４５４
芋　ママ再就職フェア
　　仕事と子育ての両立が可能な企業の出展による就職説明会を実施した。
　　開催回数　　　　　　２回
　　出展企業数　　　　延べ２８社
　　来所者数　　　　〃　１４５人
鰯　安心ゆりかごサポート
　就職活動中や就職決定後保育所が決まるまでの一時保育を実施した。
　　延べ利用者数　　　３，２０２人
允　北京都ジョブパーク保育ルーム
　北京都ジョブパーク内の保育ルームで、就職活動中保育所が決まるまでの一時保育を実
施した。
　　延べ利用者数　　　　６２６人
印　マザーズジョブカフェ巡回相談
　マザーズジョブカフェへの来所が難しい女性を対象に府内６地域で就職に関する巡回相
談を実施した。
　　開催回数　　　　　　８４回
　　延べ相談者数　　　　１７５人

３　執　　行　　額　　　　　　　　　　　 ５４，０３６，６１２円　　　　
 （うち委託料　５０，７３２，０２８円）　

       １　施策の趣旨等
　女性の起業モデルとなる提案を顕彰し、事業化への伴走支援等を実施する。

　指標：支援後、府内において新たに起業する女性数
　目標：３０人　実績：３１人

２　施策の実施状況
茨　京都女性起業家賞（アントレプレナー賞）
　新たなビジネスを提唱する女性からの提案を全国から公募し、女性の起業モデルとなる
提案を顕彰した。
第５回京都女性起業家賞の実施
優秀提案　８件　（応募件数　４１件）
サポートセミナー等　６回開催

京都女性起業家（アン
トレプレナー）支援事
業
（男女共同参画課）
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芋　事業ブラッシュアップ、ネットワーク構築支援等
　女性起業家のビジネスプランの事業化を支援するとともに、販路拡大に向けた育成型ビ
ジネス交流フェアを開催した。
ア　女性のビジネスプラン事業化支援
　京都女性起業家賞におけるビジネスプランのうち、優秀なプランの事業化を支援する
ことで、女性の起業モデルを創出した。
　　　支援起業家　　７人
イ　「京都×Innovation By Woman～秋の女性起業家交流会 in Kyoto～」の開催
　女性起業家のネットワーク構築のための交流会を開催した。
　　開　催　日　　平成２８年１０月１１日
　　参　加　者　　７２人

３　執　　行　　額　　　　　　　　　 １１，９９９，９２１円　　　　
 （うち委託料　９，９３０，０００円）　

       １　施策の趣旨等
　研修、交流等により女性リーダーの資質の向上を図り、府内全域で女性活躍の企画等を行
う。

　指標：「輝く女性地域プラットフォーム」での取組企画
　目標：６事業　実績：６事業

２　施策の実施状況
　「第３６回京都府女性の船」事業を実施し、船上の研修、北海道の女性との交流、訪問先の視
察を通じて女性リーダーの資質の向上を図った。
　実施期間　平成２８年６月１０日～１３日
　訪　問　先　北海道

３　執　　行　　額　　　　　　　　　　 　５，９９９，９８６円　　　　
 （うち委託料　４，９６６，８９０円）　

       １　施策の趣旨等
　市町村が地域の実情に応じて行う女性の活躍推進に資する取組を支援する。

２　施策の実施状況
　女性の相談窓口設置事業　　１市

女性リーダー育成事業
（男女共同参画課）

女性活躍推進市町村応
援補助事業
（男女共同参画課）
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　女性活躍推進セミナー事業　１

３　執　　行　　額　　　　　　　　　　　 ３，９６４，０００円　　　　
 （補助金）　　　　　

       １　施策の趣旨等
　府内各地域で女性が参画するプラットフォーム会議を開催し、地域の女性のネットワーク
化と女性が活躍できる環境づくりのための取組を企画することにより府内全域での女性の活
躍を促進する。

　指標：「輝く女性地域プラットフォーム」での取組企画
　目標：６事業　実績：６事業

２　施策の実施状況
　　プラットフォーム設置箇所　　　　　　６箇所
　　参加者数　　　　　　　　　　　延べ２４９人
　　取組企画数　　　　　　　　　　　　　６件

３　執　　行　　額　　　　　　　　　　 　４，０００，０００円　　　　
 （うち委託料　３，７９０，８００円）　

       １　施策の趣旨等
　女性が地域又は職場においてその個性と能力を十分に発揮し、全ての女性が輝く京都づく
りを推進するため、団体や企業が実施する女性の活躍を図る取組を支援する。

　指標：地域や職場で女性が活躍できる環境づくりの取組に対する助成件数
　目標：３０件　実績：２８件

２　施策の実施状況
　地域の女性リーダーの育成研修や女性団体同士の交流を図るためのイベント、職場の女性
管理職の登用拡大を図るための研修等、地域や職場で女性の活躍を図る取組を支援した。
　　　　　　　事業内容　　　　　　　件数　　　　　金額
　　地域における女性活躍の取組　　１４件　　　５，０６１，０００円
　　職場における女性活躍の取組　　１４　　　　４，４０８，０００
　　　　　　　合　計　　　　　　　２８　　　　９，４６９，０００

３　執　　行　　額　　　　　　　　　　　 ９，５１４，９７４円　　　　
 （うち補助金　９，４６９，０００円）　

輝く女性地域プラット
フォーム推進事業
（男女共同参画課）

輝く女性応援補助事業
（男女共同参画課）
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       １　施策の趣旨等
　「輝く女性応援京都会議」のもと、京都労働局、府、京都市、経済団体が一体となって運営
する女性活躍支援拠点「京都ウィメンズベース」を開設し、京都ワーク・ライフ・バランス
センターと統合することで、企業における女性の活躍を重点的に支援する。

　　　　　指　標　　　　　　　　　　　　　　　　　　　目　標　　実　績
事業主行動計画策定支援企業数（従業員３００人以下の企業）　１５０社　　３４５社
　※女性の働く環境づくり支援事業と共通の目標
　「京都モデル」ワーク・ライフ・バランス認証企業数　　　５０　　　　６１

２　施策の実施状況
茨　女性活躍支援拠点「京都ウィメンズベース」の開設
　　開設日　平成２８年８月２６日
芋　事業主行動計画策定支援・女性人材育成等
　ア　一般事業主行動計画策定支援
　　　企業訪問による支援　３４５社
　イ　　女性人材育成等
　　契　キャリアデザインセミナー
　　　　女子学生を対象に理工系分野における働き方等の研修を実施した。
　　　　開催回数　　　２回
　　　　参　加　者　延べ４９名
　　形　スキルアップ研修
　　　　若手女性社員向けにスキルアップや産休・育休から復帰等の研修を実施した。
　　　　開催回数　　　　８回
　　　　参　加　者　延べ１０６人
　　径　ネクストリーダー研修
　　　　女性社員向けに管理職予備層の育成のための研修を実施した。
　　　　開催回数　　　３回
　　　　参　加　者　延べ５７人
　　恵　経営トップの意識改革セミナー
　　　　開　催　日　平成２８年８月２６日
　　　　参　加　者　１５８人
　　慶　管理職・人事担当者向け研修
　　　　開催回数　　　２回
　　　　参　加　者　延べ２８人
鰯　ワーク・ライフ・バランスの推進
　ア　ワーク・ライフ・バランス企業応援チームによる中小企業の取組支援

京都ウィメンズベース
事業
（男女共同参画課）
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　「京都モデル」ワーク・ライフ・バランス推進企業認証制度により、社会保険労務士等
からなる企業応援チームが中小企業を訪問し、中小企業のニーズに合わせた相談、研修
等を実施した。

　　　ワーク・ライフ・バランス推進宣言企業数　　　　　　２６１社　累計　２，５９６社
　　　「京都モデル」ワーク・ライフ・バランス認証企業数　　６１　　累計　　３０７
　　　相談企業数　　１２１社　
　　　研修企業数　　　３８
　　　研修参加者数　３１４人
　イ　ケアマネジャーに対する仕事と介護の両立支援制度研修
　　　開催回数　　　　５回
　　　参加者数　　　　７８４人　　　　　　　
　ウ　ワーク・ライフ・バランス推進企業フェア

　ワーク・ライフ・バランスに積極的に取り組む中小企業の情報発信のため、若年者向
けの企業合同説明会を実施した。

　　　開　催　日　　平成２８年１１月２８日
　　　出展企業数　　　３０社
　　　来 所 者 数　　１６９人

３　執　　行　　額　　　　　　　　　 　２５，４６７，７２６円　　　　

  （うち  

       １　施策の趣旨等
　女性活躍支援拠点「京都ウィメンズベース」を核に、中小企業の働きやすい環境づくり及
び一般事業主行動計画策定に対する支援等を実施する。

　指標：事業主行動計画策定支援企業数（従業員３００人以下の企業）
　目標：１５０社　実績：３４５社
　※京都ウィメンズベース事業と共通の目標

２　施策の実施状況
茨　働きやすい環境づくり
　一般事業主行動計画を策定する中小企業に対して、働きやすい職場環境の整備支援や計
画策定後のフォローアップを実施した。
　支援企業　５０社

芋　一般事業主行動計画策定支援強化
　　女性活躍応援マネージャーを増員し、中小企業の計画策定支援を強化した。
　　企業訪問支援　３４５社
鰯　京都ウィメンズベーススタートアップシンポジウム
　府内中小企業の女性活躍を推進するため、オール京都体制でシンポジウムを実施した。

報　酬　　３，０３４，４００円
委託料　１４，１１４，０６１ ）

女性の働く環境づくり
支援事業
（男女共同参画課）
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　　　名　　称　「女性活躍サミット２０１６ in 京都」
　　　日　　時　平成２８年１２月６日
　　　場　　所　リーガロイヤルホテル京都
　　　参加者数　６７３人

３　執　　行　　額　　　　　　　　 ２０，０００，０００円　　　　
 （うち委託料　１８，４７７，６４０円）　

 

         １　施策の趣旨等
　社会問題となっている「青少年の社会的ひきこもり」について、ひきこもり当事者の自立
と社会参加の促進を図る。

　指標：ひきこもり支援を受けた者のうち、就職活動等へステップアップした人の割合
　目標：４０％　実績：２１．８％

２　施策の実施状況
茨　初期型ひきこもり訪問「チーム絆」事業
　青少年の社会的ひきこもりの長期化を防ぐため、臨床心理士等を中心とした訪問応援
チーム「チーム絆」が、ひきこもり傾向にある青少年を対象に訪問相談等を実施した。
　「チーム絆」相談件数　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３８９件

芋　青少年の社会的ひきこもり支援事業
　青少年の社会的ひきこもりに対処するため、支援ネットワークを構築し、職親体験、自
立支援コーディネーターによる支援等により、ひきこもり当事者の自立と社会参加を促進
した。
　また、ひきこもり支援情報ポータルサイトを運営し、ひきこもり当事者間や支援者との
交流、ネット相談等を実施した。
　青少年の社会的ひきこもり支援ネットワーク連絡会議参加団体　３５団体
　職親登録事業所（民間協力事業所）　　　　　　　　　　　　　　９６事業所
　職親事業参加者　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　４人
　自立支援コーディネーター支援者数　　　　　　　　　　　　　１２
　ネット相談件数　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５２件
　相談支援従事者研修会参加者　　　　　　　　　　　　　　　　５７人

３　執　　行　　額　　　　　　　　　　　　　 　２９，１０６，７７２円　　　　

  （うち  

６　青少年育成
　　　費
（Ｐ８４）

５４，９１１，０００
（３２４，８２３，０００）
翌年度への繰越
事業費繰越額
 １１１，３００，０００
青少年海洋セン　 　　　　　　　 ター整備費
兼
献
験

券
献
鹸

５４，２１９，７７８
（２１１，９８５，２９５）
決算額の財源
内訳
国庫支出金
 ９，１４４，０００
一 般 財 源
 ４５，０７５，７７８

ひきこもり自立支援
「チーム絆」事業

（青少年課）

報　酬　　４，１３０，３５３円
委託料　２２，９２０，３０８ ）



―５９―

       １　施策の趣旨等
　非行等の問題を抱える少年の立ち直りを支援し、再非行の防止を図る。

　　　　　　　　　指標　　　　　　　　　　　　　　　　　　目標　　　　　　実績
　「立ち直り支援チーム」による寄り添い型支援実施人数　　　　　　８０人　　　　　　７３人
　「ユース・コミュニティ」の参加少年人数　　　　　　　　延べ１，５００　　延べ１，６３９

２　施策の実施状況
　支援コーディネーターを中心とした「立ち直り支援チーム」を運営し、京都市や警察、学
校、家庭裁判所等と緊密に連携して、少年一人ひとりに適した支援プログラムを作成し、社
会奉仕活動や就労等の体験活動、学習支援の実施等により、非行等の問題を抱える少年の立
ち直りを支援した。
　また、地域の民間団体と協働により、少年の学習支援や体験活動を行う「ユース・コミュ
ニティ」を運営し、非行・再非行の未然防止を図った。
茨　「立ち直り支援チーム」の運営
　　設置場所　　家庭支援総合センター、福知山総合庁舎（北部サテライト）
　　支援コーディネーターの配置　　　　　　　７人
　　臨床心理士の配置　　　　　　　　　　　　１
芋　支援人数・体験受入登録事業所数
　　寄り添い型支援人数　　　　　　　　　　　７３人
　　家庭裁判所との連携支援人数　　　　　　　４０
　　体験受入登録事業所数　　　　　　　　　　２０３事業所
鰯　非行少年等立ち直り支援ネットワーク推進連絡会議
　　会議開催　　１回
允　「ユース・コミュニティ」の運営
　　設置場所　　京都市西京区、綾部市、宇治市、亀岡市、長岡京市及び精華町
　　参 加 者　　延べ１，６３９人

３　執　　行　　額　　　　　　　　　　　　 ２５，１１３，００６円　　　　

  （うち  

 

 ３　徴　　　税　　　費

         １　施策の趣旨等
　府及び府内市町村（京都市除く）の税業務を統合的に行うことにより、納税者の利便性向
上や業務の効率化を図るとともに、公平公正な税業務の一層の推進を図る。

　指標：徴収率　目標：９８．４％　実績：９８．６％

２　施策の実施状況
　各構成団体の滞納案件に係る徴収業務に加え、課税業務の共同化について、平成２４年４月

非行少年等立ち直り支
援事業

（青少年課）

報　酬　１５，６７１，４５９円
委託料　　５，１２７，８０８ ）

２　賦課徴収費
（Ｐ８６）

１，５４６，６３７，０００
（６，４４４，９３９，０００）

１，５３４，１２８，９１２
（６，４１７，９６３，８０２）
決算額の財源
内訳
一 般 財 源
 １，５３４，１２８，９１２

京都地方税機構分担金
（税　務　課）
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から法人関係税の業務を本格的に実施した。
茨　府税の滞納に係る整理状況　　　　　　　　　※延滞金・加算金除く
　　移管件数　　　　　　　　　　　　４２，７９８件
　　移管額　　　　　　　　　　　　　　２，４９３百万円
　　移管総額（繰越分含む）　　　　　　３，８２５
　　収納額　　　　　　　　　　　　　　２，４４０
芋　法人関係税の事務共同化の取組状況　　　　　※市町村分除く
　　申告書の受付調定件数　　　　　　７９，０３７件
　　更正・決定、加算金決定件数　　　　３，２９４

３　執　　行　　額　　　　　 １，５３４，１２８，９１２円　　　　
 （分担金）　　　　　　

 

 ４　市町村振興費

         １　施策の趣旨等
　地方分権時代にふさわしい自立した市町村の未来づくりを推進していくため、みらい戦略
一括交付金により、市町村等が行う戦略的、主体的かつ自立的なプロジェクトの取組を支援
するとともに、市町村体制づくり支援交付金により、市町村の広域連携や、公共施設マネジ
メントの取組を支援する。
茨　みらい戦略一括交付金
　　目標：みらい戦略一括交付金等を通じ、全市町村で自立的な課題解決を図るためのプロ

ジェクト創出を支援
　　実績：全市町村を訪問、ヒアリングを実施し、１６市町村で新規プロジェクトによる新た

な課題解決の取組を開始
芋　市町村体制づくり支援交付金
　　　　　　　指　標　　　　　　　　　　　　　　　　　実　績
　　公共施設の運営改善、あり方の見直しを支援　　　　　９市町村
　　事務の共同処理、業務連携による効率化を支援　　　　９
　　行政サービス提供形態の工夫を支援　　　　　　　　　６
鰯　地域力再生交付金
　　指標：地域力再生に取り組む活動の参画者数
　　共通目標※：９０，０００人　実績：８２，７７６人
　　　※地域力再生支援事業、ＮＰＯ活動支援融資事業と共通の目標

２　施策の実施状況

２　自治振興費
（Ｐ８６）

２，１９０，３６２，０００
（３，０４７，３１６，０００）
翌年度への繰越
事業費繰越額
 ２，０４０，０００
公共空間活用推　 　　　　　　　 進事業費
兼
献
験

券
献
鹸

２，１２９，８０９，９６９
（２，９７９，０４５，６０６）
決算額の財源
内訳
国庫支出金
 ９９，０４６，０００
財 産 収 入
 ３６，８４１
繰　入　金
 ５００，９９４，２８８
府　　　債
 １，０００，０００，０００
一 般 財 源
 ５２９，７３２，８４０

市町村未来づくり交付
金

（ ）自治振興課
府民力推進課
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茨　みらい戦略一括交付金
　全市町村においてプロジェクトを実施し、戦略的な未来づくりに向けた取組の推進に寄
与した。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　件数　　　　　　　金　額
　　環境保全対策プロジェクト　　　　　　　　　　　５件　　 　３１，２５８，０００円　　　　
　　健康福祉・子育て支援対策プロジェクト　　　　２６　　 　　５０９，８９７，０００　　　　　
　　地域活性化・地域産業対策プロジェクト　　　　１２　　 　２１８，０２１，０００　　　　　
　　安心・安全対策プロジェクト　　　　　　　　　２６　　 　２７３，６９２，０００　　　　　
　　教育・文化振興対策プロジェクト　　　　　　　　７　　 　　８９，３６３，０００　　　　　
　　交流人口増加・移住定住促進プロジェクト　　　３７　　 　５１７，０１８，０００　　　　　
　　コミュニティ支援等その他プロジェクト　　　　　７　　 　　　６０，７５１，０００　　　　　
　　　　　　　計　　　　　　　　　　　　　　　　１２０ 　　　１，７００，０００，０００　　　　　
芋　市町村体制づくり支援交付金
　厳しい財政状況におかれている市町村の、財政の健全化を推進し、自立した行財政運営
の実現を図る取組を支援し、広域連携・公共施設マネジメントの推進等の行財政改革の推
進に寄与した。
　　　　　　　　　　　９市９町１村　 　　　　　　　　　　２００，０００，０００円　　　　
鰯　地域力再生交付金
　　住民を中心とした地域団体の主体的な活動の推進及び活性化に寄与した。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　件数　　　　　　　金　額
　　　環境保全活動　　　　　　　　　　　　　　　３５件　　　　 　９，８２０，０００円　　　　
　　　子育て支援活動　　　　　　　　　　　　　　７２　　　 　１６，６５４，０００　　　　　
　　　共助型福祉活動　　　　　　　　　　　　　　６９　　　　　　 １４，１４７，０００　　　　　
　　　防災・防犯活動　　　　　　　　　　　　　　２９　　　　　　 ７，３６３，０００　　　　　
　　　地域美化活動　　　　　　　　　　　　　　　　４　　 　　　　１，７３６，０００　　　　　
　　　地域産業おこし　　　　　　　　　　　　　　３９　　　　　　 １８，５５０，０００　　　　　
　　　地域商業の活性化　　　　　　　　　　　　　１７　　　　 　　１１，３５７，０００　　　　　
　　　農村・都市交流活動　　　　　　　　　　　　３３　　　　　　 １１，１２４，０００　　　　　
　　　地域スポーツ振興　　　　　　　　　　　　　　８　　　　　 　３，５９４，０００　　　　　
　　　地域文化振興　　　　　　　　　　　　　　　１０２　　　　　 　３４，４０３，０００　　　　　
　　　地域行催事の再興　　　　　　　　　　　　　１５　　　　　 　７，１２６，０００　　　　　
　　　移住促進プログラム　　　　　　　　　　　　　６　　　　　　 ８，２１６，０００　　　　　
　　　熊本地震支援　　　　　　　　　　　　　　　　７　　　　　 　１，１４０，０００　　　　　
　　　その他特に認める活動　　　　　　　　　　　３９　　　　　 　１６，６１３，０００　　　　　
　　　　　　　計　　　　　　　　　　　　　　　　　４７５　　　　 　１６１，８４３，０００　　　　　

３　執　　行　　額　　　　　　　　 ２，０６１，８４３，０００円　　　　
 （交付金）　　　　　　
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       １　施策の趣旨等
　中山間地域等において、生活・福祉サービスを一定エリアに集約し、周辺地域と交通ネッ
トワーク等で結ぶ「コミュニティ・コンビニ（京都府版小さな拠点）」を市町村と府が連携・
協働して整備する。

　目標：官民の生活関連サービスがワンストップで受けられる「コミュニティ・コンビニ」
について、公共員の配置や民間事業者の参画等の支援を通じてモデル事業としての
完成をめざす。

　実績：８市町村（総合型４市村、活力再生型４市町）をモデル地区に選定し、拠点整備の
取組を支援

２　施策の実施状況
　市町村が実施する拠点づくりの取組に要する経費について、３市３町１村に対し支援を
行った。

３　執　　行　　額　　　　　 　３６，３２３，０００円　　　　
 （補助金）　　　　　

       １　施策の趣旨等
　住民が互いの信頼と絆のもと、協働して、地域社会が直面している諸課題の解決に取り組
んでいく地域力の再生を通じて、安心・安全で活力ある自立した社会づくりを進める。

　指標：地域力再生に取り組む活動の参画者数
　共通目標※：９０，０００人　実績：８２，７７６人
　　※市町村未来づくり交付金（地域力再生交付金）、ＮＰＯ活動支援融資事業と共通の目標

２　施策の実施状況
茨　テーマ別プラットフォームの推進
　青少年、子育て、観光、文化、環境、過疎・限界集落、男女共同参画等のテーマごとに、
活動団体と行政とが課題を共有し、課題解決のための知恵やアイデアを出し合い、府民発
の新しい施策を創出した。
　　プラットフォーム設置数　　　　　　　　　９２件
　　プラットフォーム活動による協働事業数　２３４
芋　地域活動活発化支援
　行政とＮＰＯの協働推進の拠点となるパートナーシップセンターに、協働コーディネー
ターを配置し、地域力応援団（府民力バンク）事業の実施など、ＮＰＯと地域を結ぶマッ
チングやプラットフォーム活動等を支援することにより、自発的な地域力再生活動を支援
した。

「コミュニティ・コン
ビニ」整備事業
（自治振興課）

地域力再生支援事業
（府民力推進課）
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　　府民力バンク登録数　　　　　　　　　　８３８件
　　協働・連携により新たに創出した事業数　　６０

３　執　　行　　額　　　　　　　 　２２，５６３，８０２円　　　　
 （うち報酬　１７，７６１，６１４円）　

       １　施策の趣旨等
　ＮＰＯ法人が安定的かつ発展的に活動を継続できるよう、ＮＰＯ法人に対する融資の仲介
及び助成等を行う公益財団法人京都地域創造基金への支援を行う。

　指標：地域力再生に取り組む活動の参画者数
　共通目標※：９０，０００人　実績：８２，７７６人
　　※市町村未来づくり交付金（地域力再生交付金）、地域力再生支援事業と共通の目標

２　施策の実施状況
　京都府府民の力応援基金の運用益を活用し、ＮＰＯ法人に対する融資の仲介及び助成等を
行う公益財団法人京都地域創造基金への支援を行った。
茨　公益財団法人京都地域創造基金のＮＰＯ活動支援
　　活動状況
　　ＮＰＯ法人向け融資の仲介　　　　２件
　　ＮＰО法人向け利子補給　　　　　２９
芋　京都府府民の力応援基金の積立て
　　平成２７年度末現在高　　　　　 　　　　　　９８，２９７，２２４円　　　　
　　執行額（積立額）　　　　　　　 　　　　　　３６，８４１　　　　　
　　（一般会計への繰出額　　　　　　　　 　　　　　　　９９４，２８８）　　　　　
　　平成２８年度末現在高　　　　　　　　　 　　　　　９７，３３９，７７７円　　　　

３　執　　行　　額　　　　　　　　　　　　　　　　 １，０３１，１２９円　　　　
 （うち補助金　９９４，２８８円）　

       １　施策の趣旨等
　特定の地域課題に対し、地域に定着して多様な主体との協働関係をつくり、社会システム
としての解決策の創出と推進をマネジメントするため、「まちの公共員」を配置する。

　指標：地域が自立して課題を解決する組織や仕組みの構築
　目標：２地域　　実績：２地域（八幡市、和束町）

２　施策の実施状況
　特定の地域課題解決に向けて、「まちの公共員」を３地域に配置し、地域住民が主体となっ
て課題の整理や事業の具体化を考えるワークショップの開催等を行い、うち２地域（八幡市、

ＮＰＯ活動支援融資事
業
（府民力推進課）

「公共員」配置推進事
業
（府民力推進課）
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和束町）について、住民が自立して地域課題を解決するための組織や仕組を構築した。
　　配置地域　　　　　　　地域課題　　　　　　　　　　人数
　　亀岡市　　　「河原林まちづくり計画」の実現　　　　１人
　　八幡市　　　男山団地の活性化　　　　　　　　　　１
　　和束町　　　お茶を活かしたまちづくり　　　　　　１

３　執　　行　　額　　　　　　　　　　　　　 ７，１０２，５９６円　　　　

  （うち  

       １　施策の趣旨等
　ＮＰＯ法人や地域活動団体が公共的・公益的活動を実施する際の事故や損害賠償のリスク
を軽減・解消するための手法を検討する。

２　施策の実施状況
　ＮＰＯ法人等府内の地域活動団体に想定される様々なリスクの軽減・解消につなげるため、
次の調査を実施した。
茨　災害時の相互支援のあり方
芋　平常時・災害時のリスク対応のあり方

３　執　　行　　額　　　　　　　　　 ９４６，４４２円　　　　
 （うち委託料　８６４，０００円）　

 

 ５　選　　　挙　　　費

         １　施策の趣旨等
　平成２８年７月２５日任期満了に伴う参議院議員通常選挙であり、その概要は、次のとおりで
ある。

２　施策の実施状況
　参議院議員通常選挙を適正に管理・執行した。
　選　挙　期　日　平成２８年７月１０日
　選挙すべき定数　選挙区　　２人　（比例代表　４８人）
　立 候 補 者 数　　　　　　４　　（比例代表　１２政党等１６４人）

報　酬　３，９６０，０００円
委託料　１，３７１，６００ ）

府民力あと押し協働事
業
（府民力推進課）

３　参議院議員
　　　選挙費
（Ｐ８８）

１，００７，３９９，０００
（１，００７，３９９，０００）

１，００７，３８８，９３９
（１，００７，３８８，９３９）
決算額の財源
内訳
国庫支出金
 １，００７，３８８，９３９

参議院議員通常選挙
（自治振興課）
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　当日の有権者数　　２，１３２，３７２　　（比例代表（京都府）２，１３２，３７２人）
　投　票　者　数　　１，０９０，８３０　　（　　〃　　（　〃　）１，０９０，７１３　）
　投　　票　　率　　　　５１．１６％　（　　〃　　（　〃　）　　　５１．１５％）

３　執　　行　　額　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 １，００７，３８８，９３９円　　　　
 （うち交付金　８８１，０１６，７３３円）　

 

         １　施策の趣旨等
　衆議院京都府第３区選出議員補欠選挙であり、その概要は、次のとおりである。

２　施策の実施状況
　衆議院京都府第３区における衆議院議員補欠選挙を適正に管理・執行した。
　選　挙　期　日　平成２８年４月２４日
　選挙すべき定数　　　　　１人
　立 候 補 者 数　　　　　６
　当日の有権者数　　３４４，１７２
　投　票　者　数　　１０３，６５０
　投　　票　　率　　　３０．１２％

３　執　　行　　額　　　　　　　　　　　　 １４７，６７２，７７５円　　　　
 （うち交付金　１３８，６１９，４７１円）　

 

 ６　防　　　災　　　費

         １　施策の趣旨等
　適切な原子力防災対策の推進を図る。

　目標：原子力災害に係る広域避難の課題解決に向けて、京都府、福井県、滋賀県と合同で
原子力防災訓練を実施

　実績：高浜地域における内閣府・３府県及び関西広域連合合同原子力防災訓練を実施
　　　　　（参加機関約５０機関、約３，８００名）

２　施策の実施状況
　原子力災害に備え、緊急時連絡網の管理運営、原子力防災資機材の整備及び避難訓練の実
施等により、原子力防災体制の充実・強化を図った。
茨　原子力発電所緊急時安全対策事業
　　緊急時連絡網の管理運営や原子力防災資機材の整備

５　衆議院議員
　　　補欠選挙費
（Ｐ９０）

１４７，６７３，０００
（１４７，６７３，０００）

１４７，６７２，７７５
（１４７，６７２，７７５）
決算額の財源
内訳
国庫支出金
 １４７，６７２，７７５

衆議院議員補欠選挙
（自治振興課）

１　防災総務費
（Ｐ９０）

１，８３７，４５６，０００
（２，４０３，０２２，０００）
翌年度への繰越
事業費繰越額
 ６９２，０００，０００
原子力災害対策
施設等整備事業　 　　　　　　　  費

 
兼
献献
験　
　
 

 
券
献献
鹸　
　
 

８２２，２３８，８４６
（１，３８７，１６１，３３２）
決算額の財源
内訳
国庫支出金
 ７１４，９２８，１００
諸　収　入　
 ４，０５９，６８０
一 般 財 源
 １０３，２５１，０６６

原子力防災対策事業

（ ）原子力防災課
警 察 本 部
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　　原子力発電所事故時の避難訓練等の実施
　　　　　　　　　　　　　　　　実施日　　　　　　　　　場所
　　 　　平成２８年８月２７日　　　　 

　　 　　平成２８年９月４日　　　　南丹市

芋　原子力防災対策推進事業
　　原子力防災専門委員による高浜発電所現地確認、原子力発電所防災対策等への助言
　　　　　　　　　　　　　　　　実施日
　　現地確認　　　　　　　平成２８年５月２６日（高浜発電所）
鰯　避難体制整備事業
　　要配慮者搬送車両の整備　　　　　　　　　　　８台
　　車両用ゲートモニター（放射線測定器）の整備　５

３　執　　行　　額　　　　　　　　 ２２１，８８８，２５６円　　　　

       １　施策の趣旨等
　府内各地の地域防災力を強化するため、防災教育の普及、防災意識の向上及び自主防災組
織等の活動を支援する。

　指標：防災講演会、出前講座等の実施回数　目標：３０回　実績：５２回

２　施策の実施状況
茨　防災人づくり事業
　　防災に関する知識・技術を体系的・実践的に修得するための出前講座を開催した。
　　実施回数　　　　　５２回
　　参　加　者　　　　３，２７８人
芋　災害ボランティアセンターの設置・運用研修等を開催した。
　　実施回数　　　　　１２回
　　参　加　者　　　　　５７７人
鰯　総合防災訓練
　　地震、水害及び原子力の複合災害の発生を想定し、総合防災訓練を実施した。
　　実 施 日　平成２８年９月４日
　　場　　所　南丹市
　　参加機関　約７０機関

高浜地域における内
閣府・３府県及び関
西広域連合合同原子
力防災訓練

福知山市、舞鶴市、
綾部市、宮津市、
京丹波町、伊根町

京都府総合防災訓練
原子力災害対応訓練

地域防災力づくり事業

（ ）防災消防企画課
災 害 対 策 課
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　　参 加 者　約１，０００人
允　京都ＢＣＰ企業交流会
　事業継続計画（ＢＣＰ）の実践事例を参考にしながら、各企業においてＢＣＰの取組が
進むよう情報交換を行った。
　　実　施　日　平成２９年２月２８日
　　参加企業数　約６０社（約１００人）

３　執　　行　　額　　　　　　　 ５，４００，０００円　　　　

       １　施策の趣旨等
　東日本大震災等を踏まえて京都府地域防災計画の見直し等を行う。

　目標：災害対策基本法改正、防災基本計画、原子力災害対策指針等の見直し等を踏まえ地
域防災計画を改訂

　実績：一般計画編、震災対策計画編　平成２８年６月７日改訂
　　　　原子力災害対策編　　　　　　　　　　〃

２　施策の実施状況
茨　一般計画編、震災対策計画編、事故対策編の改訂
　改正災害対策基本法等の反映、京都府津波浸水想定の反映、府物資集配予定地の追加、
京都府マルチハザード情報提供システムを活用した府民や防災関係機関との情報共有等
芋　原子力災害対策編の改訂
　　放射線防護工事完了施設の追加等
鰯　第二次戦略的地震防災対策指針及び同推進プランの修正、進捗管理
允　京都ＢＣＰ推進会議の開催

３　執　　行　　額　　　　　　　　　 １，１１５，４００円　　　　

       １　施策の趣旨等
　原子力発電所の周辺地域住民の安全確保のため、要配慮者施設や屋内退避施設の放射線防
護工事及び資機材整備を支援する。

　指標：要配慮者施設等の放射線防護工事及び資機材整備の支援
　目標：６箇所　　実績：５箇所

２　施策の実施状況
　原子力災害発生時に、即時避難が困難な要配慮者等が一時的に退避できる施設を確保する
ため、要配慮者施設等の放射線防護工事、資機材整備に助成した。

京都府地域防災計画改
訂事業

（ ）防災消防企画課
原子力防災課

原子力災害対策施設等
緊急整備事業
（原子力防災課）
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　　施設名　　　　　　　箇所数
　特別養護老人ホーム　　２箇所
　高齢者支援施設　　　　１
　小学校　　　　　　　　１
　公民館　　　　　　　　１

３　執　　行　　額　　　　　　　　　　 　４９３，０３９，８４４円　　　　
 （補助金）　　　　　　

       １　施策の趣旨等
　日本海側の津波に備えるため、津波災害警戒区域の指定及び最大クラスの地震・津波によ
る被害想定を行い、津波災害に強い地域づくりを推進する。

２　施策の実施状況
　津波災害を防止するための警戒避難体制を整備すべき区域として津波災害警戒区域を指定
するとともに、地震・津波が発生した場合に想定される建物の全壊・半壊棟数及び死者・負
傷者数等を算定した。
　実施市町　舞鶴市、宮津市、京丹後市、伊根町、与謝野町

３　執　　行　　額　　　　　　　　　　　　　 ２８，９８７，２００円　　　　
 （委託料）　　　　　

       １　施策の趣旨等
　災害時に府民一人ひとりが自らの安全を確保する行動がとれるよう、ハザード情報の活用
について周知・啓発を図る。

２　施策の実施状況
茨　マルチハザード情報活用指導員の養成
　　指標：防災マップの作成等を指導できる人材の養成人数
　　目標：１８０人　　実績：１３０人
芋　ハザード情報の活用促進
　　指標：地域の災害危険情報の把握や防災マップ作成等に向けた講座の開催回数
　　目標：５０回　　　実績：５０回

３　執　　行　　額　　　　　　　　　　　　　 ２，７９７，８４４円　　　　

津波防災地域づくり事
業
（防災消防企画課）

マルチハザード情報活
用促進事業
（防災消防企画課）
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       １　施策の趣旨等
　平成２８年熊本地震により被災した熊本県からの要請を踏まえ、避難所運営支援や医療救護
等を行う職員等を派遣し、被災地を支援する。

２　施策の実施状況
　被災地支援のため、職員派遣等を行った。
　延べ　２，２２５人
　（主な内訳）
茨　全国知事会現地本部
　　　派遣期間　平成２８年４月１６日～５月２７日　派遣人数　延べ　１０２人
芋　ＤＭＡＴ（災害派遣医療チーム）
　　　派遣期間　平成２８年４月１６日～４月２０日　派遣人数　延べ　３３４
鰯　関西広域連合益城町連絡所（避難所運営等）
　　　派遣期間　平成２８年４月２０日～６月３０日　派遣人数　延べ　６６６
允　保健師チーム
　　　派遣期間　平成２８年４月２０日～７月３１日　派遣人数　延べ　４３４
印　救護班
　　　派遣期間　平成２８年４月２２日～５月１８日　派遣人数　延べ　１７５
咽　ＤＰＡＴ（災害派遣精神医療チーム）
　　　派遣期間　平成２８年４月２６日～６月１日　派遣人数　延べ　１８９
員　ＤＷＡＴ（災害派遣福祉チーム）
　　　派遣期間　平成２８年５月１３日～５月３１日　派遣人数　延べ　１０５

３　執　　行　　額　　　　　　　　　　　　　 ５６，５６２，４８４円　　　　

       １　施策の趣旨等
　平成２８年熊本地震により被災した熊本県からの要請を踏まえ、府営住宅に入居する避難者
へ生活必需品を提供し、生活支援を行う。

２　施策の実施状況
　府営住宅に入居する避難者へ生活必需品の提供を行った。
　入居戸数　２戸

３　執　　行　　額　　　　　　　　　　　 ３７７，５５２円　　　　

       １　施策の趣旨等
　災害からの安全な京都づくり条例に基づき、特定地域防災協議会設置予定地域等の自主防
災組織等の強化を図る。

被災地支援事業
職 員 総 務 課
災 害 対 策 課
健康福祉総務課
介護・地域福祉課 　　　　　　　　 障 害 者 支 援 課
医 療 課
建 築 指 導 課
総 務 企 画 課
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献
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献
献
献
献
献
験  

  
券
献
献
献
献
献
献
献
鹸   

避難者受入事業
（災害対策課）

地域防災力強化事業
（防災消防企画課）
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２　施策の実施状況
　実践的な防災研修の実施及び活動資機材整備の支援を行った。
　実施市町村　宇治市、亀岡市、八幡市、久御山町
茨　防災研修の開催
　　場　　所　京都市市民防災センター
　　開催回数　　　５回
　　参加者数　　１４６人
芋　資機材整備
　ヘルメット、安全靴、レインコート、ＬＥＤ強力ライト、簡易トイレセット、土のう袋等

３　執　　行　　額　　　　　　　　 ８，２０９，７９０円　　　　

       １　施策の趣旨等
　原子力災害発生時に、原子力発電所の近隣住民が一時的に退避する施設に必要な備品等の
整備を支援する。

２　施策の実施状況
　住民の退避に必要な備品等（水・非常食、冷蔵庫、テレビ等）の整備助成
　施設区分　　　　　　　　箇所数
　　集会所　　　　　　　　６箇所
　　小学校　　　　　　　　１
　　公民館　　　　　　　　１

３　執　　行　　額　　　　　　　　　　　　 ３，８６０，４７６円　　　　
 （補助金）　　　　　

 

         １　施策の趣旨等
　消防団員の確保等、消防団が実施する取組を支援し、安心安全な地域づくりを推進する。

　指標：消防団員充足率　　目標：１００％　実績：８９．７％　（平成２９年４月１日現在）

２　施策の実施状況
茨　消防団活動活性化支援
　消防団員の確保や活動活性化を支援し、各地域における消防団活動の充実強化を推進し
た。
　　ア　わがまちの消防団強化交付金

原子力災害対策施設等
整備事業
（原子力防災課）

２　消防連絡調
　　　整費
（Ｐ９２）

１２９，５９０，０００
（２４６，２４３，０００）

１２８，８７７，５１１
（２４４，８６７，９９５）
決算額の財源
内訳
国庫支出金
 １，８５３，１６３
一 般 財 源
 １２７，０２４，３４８

わがまちの消防団強
化・応援事業
（防災消防企画課）



―７１―

　　　　内　　容　消防団の自主的な取組に対する支援
　　　　実　　績　５５消防団　　活用団員数　１７，７０１人
　　イ　地域防災力総合支援事業
　　　　内　　容　消防団車両等の整備に対する支援
　　　　実　　績　６市町
　　ウ　消防団の裾野拡大の取組
　　　　内　　容　経験者・女性・大学生等への働きかけによる消防団への加入促進
　　　　実　　績　消防団員ＯＢの登録　　　　　　　延べ７１人
　　　　　　　　　女性団員の新規登用　　　　　　　　　１件
　　　　　　　　　大学生消防防災サークル結成　　　　　１大学
芋　消防団員確保対策
　テレビ、ラジオ等を活用した広報やメール配信による消防団加入促進キャンペーンを実
施した。
鰯　ふるさとレスキュー事業
　府内中山間地において、災害時などに消防団員等の地域住民が協力し、現地でいち早く
けが人の救助等を行う「ふるさとレスキュー」の立上げを支援した。
　　　取組地域　　　　　　　　　　　ふるさとレスキューメンバー
　　三重（京丹後市）　　　　　　　　　消防団員他　　　３１人
　　鶴ヶ岡（南丹市）　　　　　　　　　　　〃　　　　　１７７

３　執　　行　　額　　　　　　　　　　　　 １２８，８７７，５１１円　　　　
 （うち補助金　１２７，６４２，８８６円）　

 


